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第一話　新入部員獲得物語！







　朝である。

「……ふぁ……」

　俺おれ、砂さ戸ど太た郎ろうは目を覚ました。

　頭を掻かきながら上半身を起こす。

　と――

「……ん？」

　部屋に、『なにか』が置いてあることに気付いた。

　床の上に置かれた机……のように見えるもの。

　その机の上には、小さなベッドや椅い子す、部屋の壁などが配置されている。ミニチュアの部屋の中みたいな感じになっていた。

「なんだこれは……」

　俺が怪け訝げんな顔でそれを見つめていると。

　机の下から、ひょこっと一つの人形が姿を現した。

　その人形は黒髪の男の子のように見える。

　人形は人間の指のように細い両腕を上下に振りながら、

「あー、切せつないなあ……恋こい煩わずらいは切ないなあ……」

　と、言った。

　いや本当に人形が言ったわけではない。もちろん。

　声は人形からではなく――机のほうから聞こえてくる。

　男の子の人形は器用に両腕を組みながら、

「俺の名前は砂戸太郎。恋煩いに悩む高校生だ。あー切ない」

　砂戸太郎……

　どうやらあの人形は砂戸太郎、つまり俺であるらしい。

　俺という男子高校生役を演じているが、明らかに男性ではなく女性の声。

　太郎人形は遠くを見るようにして、

「砂戸静しず香か……俺の愛する女性の名前……神様、お願いだ。どうかこの恋を成じよう就じゆさせてくれ！　頼む！　頼みます！」

　必死な声で告げる。

「俺おれは、本当に本気で静しず香かのことが大好きなんだ！　愛しているんだ！」

　すると。

　ひょこっと新たな人形が。

　鎖骨ぐらいまでの長さの髪の、小柄な女性の人形。

　その女性の人形が言うような感じで、太た郎ろう人形のときよりちょっと声を高くして、

「話は聞いたよ、太郎ちゃん！」

「し、静香!?」

　太郎人形がびっくりしたような声を上げる。

　あの女性の人形は静香という名前であるらしい。

　静香人形はちょっともじもじしながら、

「知らなかったよ……太郎ちゃんが、そんなにわたしのことを愛してくれていただなんて……」

「ああ、まさか静香に聞かれていたなんて！　恥ずかしい！」

　太郎人形は頭を抱かかえる演技をする。

　静香人形は太郎人形に近づき、

「恥ずかしがることなんてないよ、太郎ちゃん……」

「静香……？」

「だって……わたしも太郎ちゃんのことが大好きなんだから！　スーパーラブリー愛してるんだから！」

「ええええええ!?　静香が俺のことを!?　ゆ、夢みたいだ！」

「太郎ちゃん、愛してるよぉおおおお！」

「静香、俺も愛してるううううううう！」

　太郎人形と静香人形が抱き合うようにくっつく。

　パッパラッパー、と祝福するような音が響いた。

　かなり間抜けな音だった。

　そのあと、太郎人形が静香人形を押し倒すように横に倒し、

「し、静香！　俺たちは愛し合ってるんだから……いいだろ？」

「う、うん、太郎ちゃんいいよぉ！　太郎ちゃんのエロい欲望を静香にぶつけちゃっていいんだよぉ！」

「静香ぁ！」

「太郎ちゃんっ！」

「ハア、ハア、ハア……」

「うう、あ、いやん……あふう……」

「し、静しず香か、ええのんか？　ここが気持ちええのんか？」

「そ、そこが気持ちいいんだよぉ太た郎ろうちゃーん！　あはあああん！」

　太郎人形と静香人形はさらにくっつき合い、太郎人形は静香人形の上でなんかスライドするような感じで卑ひ猥わいな動きを――

「――って、俺おれはいつまでこんな茶番を観み続つづけないといけないんだああああああああ！」

　俺は叫びながら、アホアホ人形劇の舞台となっていた机を蹴けり飛ばした。

　机がガシャーンと後ろに倒れ、舞台が壊れる。

　そして、机の向こうには。

　さらさらな髪を鎖骨ぐらいまで伸ばした小柄な女性がいた。

　女性は尻しり餅もちをつくようにして倒れている。

　両手には太郎人形と静香人形をはめていた。

　その女性は……

　言うまでもなく、俺の姉の砂さ戸ど静香でございました。

　姉貴は尻餅をついたまま俺を見上げ、

「ふえーん！　なにするんだよぉ、太郎ちゃん！」

「あんたこそなにしちゃってるんだよ!?」

　と、俺は怒ど鳴なった。












「いまの意味不明な人形劇はなんなんだ!?　マジでなんなんだ!?」

「よくぞ訊きいてくれました！」

　姉貴は言うと、立ち上がり、

「これはね、人形劇によって愛の深層心理を刺激しちゃおう作戦なんだよっ！」

「……は？」

　姉貴は人形を両手にはめたまま俺おれを見つめ、

「人形劇で太た郎ろう人形とお姉ちゃん人形がお互いを好きな気持ちをぶつけ合い、そして愛し合う。その劇を観みた太郎ちゃんは『そうだ！　俺は本当は静しず香かのことが大好きだったんだ！』という自分の深層心理に気付いて、現実でもお姉ちゃんを大好きになる――そんな感じの作戦だったんだよっ！」

「おまえのアホさに果てはないのか!?」

　姉貴は期待のこもったまなざしで、

「太郎ちゃん、愛の深層心理、刺激されちゃった？　お姉ちゃんへの愛に気付いちゃった？」

「怒りの感情しか刺激されんかったわっ！」

　俺はそう叫ぶと、姉貴と人形劇の舞台を部屋の外に叩たたき出し、

「とにかく部屋から出て行け！　俺は学校に行く用意をしなきゃいけないんだよ！」

「ああーん、太郎ちゃーん！」

　部屋のドアを閉める。

「……やれやれ」

　ため息混じりにつぶやく。

　そのときだった。

「えっ!?」

　いつの間にか――

　目の前に、人形が浮かんでいた。

　姉貴の人形よりも二回りほど大きく、腕や足の関節などがしっかりした作りの人形。

　それが二体。

　黒髪の男の子の人形と、長い髪を首の後ろで結った女性の人形。

　それが空中に浮かんでいた。

「な、なんだこれ……いつの間に……しかもどうやって空中に……」

　俺は愕がく然ぜんとする。

　いや……

　よく見ると、種も仕掛けもなく空中に浮かんでいるというわけではない。

　その二体の人形には、細い糸がついている。

　細い糸で天上のほうから吊つるされているのだ。

　それに気付いた俺おれは、弾はじかれたように天井を見上げ、

「か、母さん!?」

　びっくり仰天した。

　天井に、ふんわりした長い髪を首の後ろで結った女性――俺の母親である砂さ戸ど智とも子こがいるのでございました。

　母さんは両手でそれぞれ一体ずつ操り人形を操っている。

　背中を天井にくっつけながら。

「早くも気付かれちゃいましたか……」

　母さんは言う。

「私も静しず香かさんと同じく、太た郎ろうさんの深層心理を刺激しようとこの太郎人形と智子人形で操り人形の劇をしようと思ってたんですが……」

「と、というか、母さん！　いったいどうやって天井に張り付いてるんだ!?　その体勢、かなり不自然に見えるのですが！」

「それは愛の力で」

「愛の力じゃあ無理だろ物理的に！」

「まあまあ、そんな細かいことは気にせずに」

「わりと細かいことじゃあないと思いますが!?」

　母さんは背中に吸盤でもついてるの？

　人間ではなく人外のなにかなの？

　母さんは器用に人形を操りながら俺を見つめ、

「とにかく、私の人形劇を観みてください！　そして私への愛に気付いて――」

「親子そろってアホなこと言ってんじゃねーっ！」

　俺は言いながら、二体の操り人形を乱暴にローリングさせた。

　母さんは両目を見開きながら、

「ああ！　糸が絡からまって太郎人形と智子人形がぐちゃぐちゃに絡まって……」

　だがすぐに至福の表情を浮かべ、

「で、でも、太郎人形と智子人形が密着するように絡まっているのは、なんだか素敵……あふう……」

「アホか……」

　俺は深くため息をついた。




　自宅近くにある駅から十五分ほど電車に揺られる。

　桜さくら守もり駅で降り、そこから十分ほど歩いたところに――

　俺おれの通う私立桜さくら守もり高校はあった。

　校門から昇降口までは五十メートルほどの長さのゆるやかなスロープとなっていて、校門から見てスロープの右隣には様々な部活の部室が並ぶ部室棟があり、左隣には自転車置き場があった。

　俺はほかの生徒たちに混じりながら、スロープをゆっくりと歩く。

　――新学期になって数日が経たった。

　この学校で一年を過ごし。

　俺も二年生になった。

「……一年生の頃ころは、いろいろあったな」

　俺は何気なくつぶやく。

　一年生の五月の頃。

　俺は自分のドＭ体質を治して欲しいという願いを叶かなえてもらうため、石動いするぎ美み緒お先輩が部長をつとめる第二ボランティア部の扉を叩たたいた。

　それから俺は第二ボランティア部に入部することになり、ドＭを治すためという名目でかなりメチャクチャなドＭ治療方法を施ほどこされた。毎日のように。

「先輩の治療でドＭが改善に向かっているかは……かなり怪しいところだけど……」

　それと。

　俺のドＭ体質が目覚めるきっかけとなった少女――結ゆう野の嵐あらし子こ。

　男性恐怖症で、男性の体に触れると無意識のうちにその男性を殴ってしまうという危険な属性をお持ちの少女。

　結野は、俺が入部する前から第二ボランティア部に所属していた。男性恐怖症を治してもらいたいという願いを叶えるために。

　俺。

　石動先輩。

　結野。

　そしていつも部室に入り浸っている保健医の鬼おに瓦がわらみちる先生。

　この四人を中心に、いろんなことを体験した。

　結野を女子校に転校させようとした結野の親友、間ま宮みや由ゆ美みさんと対決したこと。

　学園祭でＭＦＣ――美緒さまファンクラブという組織と相対したこと。

　発明部の柊ひいらぎノアさんや日ひ村むら雪ゆき乃の丞じようと出会ったこと。

　クリスマスの日、石動先輩の誕生日パーティーを行ったこと。

　バレンタインデーのときは、石動先輩を長おさとする〈カカオ・クラッシャー〉と結野を長とする〈乙女の気概〉との闘争なんていう馬ば鹿かげた争いもあった。

「そのバレンタインデーの日に……俺は結野から愛の告白を受けたんだ……」

　バレンタインデーのチョコレートと一緒に贈られた、愛の言葉。

『わたしは……タローのことが、好きです……』

　結ゆう野のからもらった言葉。

　精一杯の告白の言葉。

　そして……お寺での合宿。

　そこで俺おれは結野の告白に応こたえ――

　俺と結野は恋人どうしとなった。

　まさか俺たちがそんな関係になるとは……

　一年前の自分たちからは想像もできない。

　でも。

　その合宿の最後、石動いするぎ先輩に『俺と結野には部活を辞やめてもらう』と言われた。

　俺たちは第二ボランティア部を辞めさせられた。

　先輩が俺と結野を退部にした理由。

　それは……

　恋人どうしとなった俺と結野を見続けるのがつらかったから。

　超絶的なほど美しい容姿、そして傍ぼう若じやく無ぶ人じんで破天荒な性格の第二ボランティア部の部長、石動先輩……彼女は……

　俺のことを好きでいてくれたのだ。

　大声で俺のことが好きだと告白したのだ。

　これには本当に驚いた。

　あの石動先輩が俺なんかをと、信じられない気持ちだった。

　そして。

　石動先輩は、いつか結野から俺を奪い去ってやると宣言した。

　先輩らしい、清すが々すがしいほどきっぱりとした宣言だった。

　そんなことがあった一年間……

　いろんなことがあった。

　いろんなことがあったけど――

「……俺はやっぱり、ドＭ野郎のままなんだよな」

　ため息混じりで言う。

　そこだけは、まったく変わらなかった。

　がっくしと肩を落とす。

　ブルーな気持ちになる。

　俺は一生、ドＭなままなんだろうか……

「いや……あきらめないぞ」

　ぐっと右みぎ拳こぶしを強く握りしめ、天を仰あおぐ。

「俺おれはやっぱりドＭ体質を治したい。そのために、がんばりたい」

　女性に罵ののしられたり冷たくされたり殴られたりすると気持ちよくなってしまう――

　そんな、変態的ドＭ体質。

　いつの日か……

　できれば近いうちに、おれはこの体質を治してみせる！

　――そう、心に誓った俺であった。




　昇降口で上靴に履はき替え、校舎に。

　一年生のときは教室は四階にあったのだが、二年生になると三階になる。

　三年生になると二階。

　年上になるほど教室に行くのが楽になるシステムだ。

『２―５』の教室。

　ここが俺の新しいクラスだ。

　出席番号の順に席は並んでいる。

　俺は自分の席に座る。

　そして、すべての授業がつつがなく終わり――

　放課後になる。

　授業後のホームルームのとき、

「いまから席替えを行います」

　と、委員長の綾あや瀬せ川がわ霧きり乃のさんが言った。

　綾瀬川さんは、三つ編みの髪型をしたきりっとした面おも持もちの女子だった。

　俺と綾瀬川さんは一年生のときも同じクラスで、彼女は一年生のときも委員長をしていた。

　彼女は石動いするぎ先輩のことが大好きで、かつてはＭＦＣ――美み緒おさまファンクラブの略だ――という怪しげな組織を運営していたことがある。

　いまはＭＦＣは解散してしまっているが、委員長の先輩への愛情が消え去ったというわけではない。

「クジを作りましたので、一人ずつ引きに来てください」

　委員長が告げる。

　黒板にはチョークで座席表が書かれてある。

　一つ一つの座席に番号も書かれてあった。

　クジを引いて、そのクジに書いてあった番号で、座席を決めるシステム。

　担任の中なか山やま先生はすでに教室をあとにしていた。この美しいマッスルボディをさらに進化させるために一刻も早くトレーニングジムに行かなければならないとか言って。

　担任の中なか山やま先生は、自分の筋肉にしか興味の持てないちょっと心の病やんだ感じの教師だった。

　そんな残念な教師が二年連続で担任なんて……

　なんか不運だ……

　席替えというイベントに、ちょっとテンションが高くなっているクラスメイトたち。

　クジを引いたあと、仲のいい友人どうしで、

「どこの席になった？」

「おまえはどこの席？」

「やったー、隣どうしじゃん！」

「うわー、俺おれ、一番前の席だよ……」

　とか言い合っている。

「じゃあ、俺もクジを引きに行くか」

　立ち上がり、教壇のほうに向かう。

　クジを引く。

　俺の引いたクジは……

　十七番か……

　俺は顔を上げ、黒板に書かれた座席表を見る。

「十七番は……窓際の後ろから二番目か……」

　うん、なかなか悪くない席だ。

　と――

「太た郎ろう。おまえ、どこになった？」

　髪を金髪に染めた小柄な男子が気さくな笑顔を見せながら話しかけてきた。

　こいつは葉は山やま辰たつ吉きち。

　中学校のときからの俺の親友だ。

　不良みたいな外見をしているが、学校の成績は学年トップクラスという超優等生。料理部に所属している。あと女装趣味という変態的な趣味を持ってたりもする。

　俺は辰吉のほうに顔を向け、

「俺は十七番……窓際の後ろから二番目だ」

「マジか？　俺は窓際の一番後ろだ」

　と、辰吉がうれしそうに言う。

「おお、前と後ろか」

「ああ。なんか俺たちって、近くの席になることが多いよな」

「そうだな」

　俺おれはうなずく。

　一年のときもなんだかんだで近くの席になることが多かった。

　席だけではない。

　同じクラスになるのも、中学のときから数えてこれで五年連続だ。

「ここまで一緒だとなんか気持ち悪いな」

「なに言ってんだよ、ほんとはうれしいくせに」

　辰たつ吉きちは笑いながら肘ひじで俺を小突いてくる。

　そのときだった――

「――っ!?」

　急に背筋に悪寒が走った。

　しかもその悪寒には快感が伴ともなっていて……はあ、はあ、はあ……

　こ、これはいったい……

　なんなんでしゅかあ……？

　不思議に思いながら首を巡めぐらすと。

　すぐ近くに、死ぬほど不機嫌そうな女子の顔があった。

「ぬあ!?　ま、間ま宮みやさん!?」

　俺は飛とび退のくように彼女から離れる。

　殺気を含んだ瞳ひとみで俺を見つめているツインテールの女の子。

　彼女の名前は間宮由ゆ美みさん。

　俺の恋人である結ゆう野のの親友で、あと辰吉に片思いをしている女の子である。間宮流マッサージ術という謎なぞな感じのマッサージ術の使い手でもある。

　彼女は俺を睨にらんだまま低い声で、

「――ムカつくわ」

　と言った。

「え？」

「……わたし、廊下側の真ん中の席なのよ」

「は、はあ……」

「辰吉くんとすごい離れちゃったじゃない」

「そ、そうだな……」

　間宮さんはさらに目つきを鋭くし、

「なんであなたみたいな変態が辰吉くんの近くで、わたしがあんなに遠くに……本当にムカつくわ……」

「そんなこと俺に言われましても……はあ、はあ、はあ……」

　や、やや、やばい！

　間ま宮みやさんの殺気で俺おれのドＭ体質が目覚めちゃうイヤーン！　あびゃおう！

「ゆ、由ゆ美み！　しょうがねえだろ！」

　俺の変態的ピンチに気付いた辰たつ吉きちが、俺と間宮さんのあいだに割ってはいる。

「クジで決まった結果なんだから！　太た郎ろうを逆恨みするなよ！」

「だって、辰吉くん……」

　辰吉と間宮さんが話している隙すきに、俺はこそっと二人から離れる。

　ふう……

　危ない危ない。

　あのままだと、ドＭ体質が目覚めてしまうところだった。

　ありがとう辰吉、と心の中でお礼を言う。

「タロー」

　と、自分を呼ぶ声。

　俺は振り返る。

　そこには。

　ショートカット気味の髪型の、大きな瞳ひとみが印象的な女の子が立っていた。

　彼女は――結ゆう野の嵐あらし子こ。

　俺がいま付き合っている女の子である。

　結野はちょっと小首をかしげるようにしながら、

「タローはもうクジを引いたの？」

　と尋たずねてくる。

　俺はうなずき、

「おう、引いた。窓際の後ろから二番目の席になったよ」

「窓際の後ろから二番目の席……そっか……」

　結野はなにやら真剣な顔で、

「じゃあ、わたしもクジを引いてくるね」

　と、言う。

「応援しててね、タロー」

「応援？」

　……応援って、なにを応援するんだ？

「タローは窓際の後ろから二番目……窓際の後ろから二番目……」

　結野はつぶやきながらクジが置いてある教壇のほうに向かう。

　教壇の前に立つ。

　そっと胸の前で両手を重ねる。

　なにかに祈りを捧ささげるように。

　そして、「えいっ」という感じでクジを引いた。

　クジの番号と、黒板の座席表を見比べて――

「…………」

　見事なまで露ろ骨こつに、誰だれが見ても明らかな感じで、がっくりと肩を落とした。

　全身からブルーなオーラが漂ただよって見える。

　見ててかわいそうになるくらいだ。

　俺おれは思わず結ゆう野のに近づき、

「ゆ、結野、どうしたんだ？　そんなに悪い席だったのか？」

「タロー……」

　結野はしゅんとした顔を俺のほうに向けてくる。

「……隣になれなかった」

　ぽつりと告げる。

「え？」

「タローの隣の席になりたかったのに……」

　なんかちょっと泣きそうになりながら、言ってくる結野。

　そっか……

　俺の隣の席になれなかったから、そんなにヘコんでるのか……












「わたしはタローの恋人で……タローのことが大好きだから……だから、教室でも近くにいたかったのに。隣に、いたかったのに」

　うつむき加減で言う結ゆう野の。

「結野……」

　思わずその頭を撫なでたくなってしまう。

　結野は男性恐怖症なので、そんなことはもちろんしないけど。

　なんか――

　こいつ、すげえかわいいな。

　俺おれは心から思った。

　結局、俺の隣の席には内うち原はらくんという小太りな男子が座ることになった。

　彼も一年のときから同じクラスだ。

　結野は、間ま宮みやさんの斜め後ろの席になった。

　そんな感じで、席替えは終了した。




　席替えが終わって。

　掃除当番だった俺は、掃除を終えてから教室を出た。

　昇降口で靴を履はき替え、外へ向かう。部活に出るために。

　部室棟の一番端。

　そこに、俺が所属する第二ボランティア部があった。

　扉を開ける。

　部室の中は十畳ほどの広さ。

　さらに奥に六畳ほどの広さの畳敷きの部屋がある。

　その部室の真ん中に――

　超絶的な美少女が立っていた。

　光を織り込んだように輝く長い亜あ麻ま色いろの髪に、透き通るような白い肌。小さな麗うるわしい唇。そして、芸術的なほどに美しい二ふた重えの瞳ひとみ。

　彼女は、この第二ボランティア部の部長、石動いするぎ美み緒お先輩だった。

　部室にはすでに結野の姿もある。

　結野のそばには、長い髪を首の後ろで結った長身の女性が立っている。私服の上に白衣を着こんでいた。

　彼女は保健医の鬼おに瓦がわらみちる先生。

　自分の欲望を叶かなえるためなら手段を選ばない、かなりカオスなお人です。

　石動先輩は部室に入ってきた俺を見ると、

「遅いわよ、この変態ブタ野郎！」

　と、鋭い声で言った。

「す、すみません……」

　俺おれは反射的にあやまる。

　掃除当番だったから遅れた、なんて言い訳は無駄である。

　言い訳するなと怒ど鳴なられるだけである。

　それは経験的にわかってきた。

　石動いするぎ先輩は眉まゆを鋭角にしながら、

「神様であるあたしを待たせるなんて何様なのよ！　このブタ酋しゆう長ちようが！」

　石動先輩は自分のことを神様であると宣言していた。

　本気で言っているのかどうかは不明だが、ちょっとアレな発言である。

　俺は先輩の姿を見つめながら、

「あ、あの先輩……」

「なによ？」

「その格好はいったいなんなんですか？」

　尋たずねる。

　石動先輩は――

　白を基調とした清潔な感じの服の上に、エプロンを付けている。

　いつもの制服姿とは違う格好をしていた。

「こんな格好をしてるのは、もちろんあんたのためよ！」

　先輩は言った。

「あんたのドＭを治すために！」

「え……？」

「あたしはあんたのドＭを治すために、またまた素晴らしいドＭ治療方法を考えてきたっ！」

　と、先輩は告げた。

　ああ……

　この人はまたハチャメチャなドＭ治療を考えてきちゃったんだな……

　俺はうんざりとため息をつきそうになって――

　いかんいかん、とかぶりを振った。

　先輩の考えるドＭ治療はハチャメチャで効果がまったくない……そんなふうな先入観を持ってしまうのはよくない。

　万が一、いや億が一の確率かもしれないが、ドＭを治すために有効な治療方法を考えてきてくれたかもしれないんだから。

　――俺は絶対にドＭを治したい。

　だから、治療も前向きに受けないとな。

　俺おれは前のめりになりながら、

「石動いするぎ先輩！」

「な、なによ、ブタロウ。そんな真剣な顔をして――ま、まさか!?」

　先輩は急に顔を赤くすると、

「あ、あたしを好きになったとか言うんじゃないでしょうね……」

　とか、そんなことを言った。

　先輩はしきりに髪を触りながら、

「遅まきながらあたしの魅力に気付いて、嵐あらし子こと別れてあたしと付き合いたいと――」

「へ？　いや、そういうわけではまったくありませんが」

「…………」

「げびいっ!?　む、無言のビンタ!?　なぜでしゅかあぁ！」

　先輩にビンタされた左ひだり頬ほおを押さえながら、はあはあ息を荒らげる。

　俺は呼吸を整えながら、

「お、俺はただ、ドＭ治療を真剣に前向きに受けることを宣言しようとしただけです！　先輩を信じて治療を真面目まじめに受けようと！」

「テメェじゃあいままでは真面目に受けてなかったのかよゴラァ！」

「あびゃああああああ！　今度はゲンコツでしゅかあああ！」

　おうおうおう快楽フィーバー！

　ちょもらんぴょおおおお！

「ふん！　ほんとムカつくブタ野郎ね！」

　先輩はかなり不機嫌なご様子。

　うう、せっかくこっちがやる気を出したっていうのに……

「とにかく、治療を開始するわっ！」

　先輩は気を取り直すように髪をかき上げたあと、薄い胸を張ると、

「今回のドＭ治療は――赤ちゃん時代からしつけをやり直すというものよ！」

　と、叫ぶように言った。

　俺はきょとんとしながら、

「赤ちゃん時代からしつけをやり直す？」

「そうよ！」

　先輩は大きくうなずく。

「あんたのドＭ体質は先天的なものらしいけど、それをここまで悪化させてしまったのは、適切なしつけがなされなかったからだわ！」

　言ってから、続けて、

「というわけで、あんたを赤ちゃんの時代に戻し、適切なしつけによってドＭを改善する！　どう、素晴らしい方法でしょ？」

「はあ……」

　正直、いまいちピンとこなかった。

　しつけをやり直すって……

　どういうこと？

　先輩は右手の親指で自分を指差し、

「しつけをやり直す役割として、あたしはお母さんになるの！　あんたのお母さんに！」

「ちなみに、いまの美み緒おが着ている衣装は『お母さん』をイメージして私が用意したものだ」

　と、みちる先生。

「というわけで、さっそくはじめるわよっ！」

　先輩は言うと――

　どこからともなく、おしめを取り出した。

「ではブタロウ。治療のために、このおしめを付けなさい。あとおしゃぶりも」

「えええええええええええ!?」

　俺おれは驚きのあまり両目を見開いた。

「お、おしめ!?　おしゃぶり!?　俺は高校生ですよ!?」

「しょうがないのよ。これも治療のためだから」

「で、でも……」

　俺は後ずさる。

　先輩は俺を追うようにずいっと近づくと、

「嫌なんて言わないわよね？　だって、あんたさっき、ドＭ治療を真面目まじめに受けるって言ったばかりだもんね？」

「う、ううう……」

　仕方がなく――

　俺は制服のズボンの上からおしめを付け、口におしゃぶりをくわえた。

　その姿のまま、四つん這ばいになっている。

　だって赤ちゃんだから。

「ううう……ぐす……」

　自分のあまりにも情けない姿に、涙が出そうになってくる。

「タ、タロー……」

「ふむ。いまの砂さ戸ど太た郎ろうの姿は、かなり恥ずかしいな」

　結ゆう野のとみちる先生が続けて言う。

　ああ、そんな目で俺おれを見ないで……

　いや、むしろもっと見て……

　はあ、はあ、はあ……

　いかん！　この屈辱的な格好を晒さらしているだけでドＭが発動しちゃいそうだ！

「よし、準備完了！　ブタロウは赤ちゃんの頃ころまで戻ったわ！」

　と、石動いするぎ先輩。

　先輩は右手にガラガラを持っていた。

　その場にしゃがみ込み、ガラガラを振りながら、

「はい、ブタロウちゃん。お母さんのところまで来るのでちゅよ～」

　と、赤ちゃん言葉を使いながら言う。

　俺がその場から動かずに停止していると。

「さっさと来なさいよブタ赤ちゃん……早く来ないと、事件に発展するほどの恐ろしい折せつ檻かんをするわよ」

　先輩は俺を鋭く睨にらみ付けながら告げた。

　そんな折檻はノーサンキュー。

　俺は慌あわてて先輩のほうに近寄っていく。

　もちろん四つん這ばいで。

　ううう、本当に情けない……

「よく来ましたね、ブタロウちゃん。えらいでちゅね～」

　そばまで近づいてきた俺の頭をなでなでと撫なでる石動先輩。

　そして――

　いきなり、俺の右みぎ頬ほおをぎゅーっとつねった。

「あびゃあああああ!?」

　い、痛い！

　かなり痛い！

　その痛みがドＭ的な快楽に変換されて……

　はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあ……

「え、えへ、えへへ、きもちいいでしゅおんぴゃ～」

　俺は恍こう惚こつの笑みを浮かべながら言う。

「……あらあら、またドＭが発動しちゃってるわねー」

　先輩が俺の頬をつねりながら告げる。

「女性に痛いことをされたら気持ちよくなっちゃう変態赤ちゃん……本当に気持ち悪いわね……でも、お母さんとして、ちゃんとあんたをしつけなきゃいけない。だって、それがお母さんの役割だから」

　先輩はふと真顔になって、

「しつけ……適切なしつけ……」

　さらに難しい顔になって、

「しつけって……どうすればいいのかしら……」

「えええええ!?　しつけの方法は考えてなかったんですか!?」

　先輩はちょっぴり顔に汗を掻かきながら、

「とりあえずブタロウを赤ちゃんに戻すところまで考えて、あとはノープランだったことをいま思い出したわ……」

「そ、そんな無責任な！」

　ノープランって、それはひどすぎます！

「うるせえ！　赤ちゃんのくせに喋しやべるんじゃねえ！」

「げぶう!?」

　ガラガラで殴られてさらに気持ちよくなっちゃったーん！　たんたんたーん！

「つーか……」

　石動いするぎ先輩はすくっと立ち上がる。

「しつけの方法なんて、一つしかないわよね……」

　なんか嫌な予感がした。

　猛烈に嫌な予感が。

「言葉のわからない赤ちゃんへのしつけは……鉄てつ拳けんでするしかないわよね……」

「嫌な予感が的中しちゃった！」

　先輩が右みぎ拳こぶしを振り上げる。

「おらあああああああああああああ！　愛のしつけじゃーい！」

「ぎゃひーん！　まったく愛を感じましぇーん！」

　俺おれは先輩に殴られ、背後に吹っ飛んだ。

　背中から壁に激突する。

　そして――

「あびゃあああああああああああんちょらんぺっろろろおんぴいいい――っっ！」

　俺はドＭ大だい覚かく醒せいしちゃいましたのでしゅうううううううううう！

「はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあ、み、みみみみ美み緒おおかあちゃーん！　このきっもちわるいブタ赤ちゃんであるオイラにもっともっともっと折せつ檻かんをプリーズバブー！　バブバブバブ！　バブバブバブバブバブー！」

　俺はえにゃえにゃ気持ち悪い笑みを浮かべながら、超高速四つん這ばい移動で石動先輩のもとに近づいていく。

「キッモい赤ちゃんだなてめえはあああああああああああ！」

「おびゃああああああああああああああああああああああ！」

　先輩の超一級の蹴けりを喰くらい、ぎゅるぎゅる回転しながらすっ飛んでいく。

　床にずざーっと倒れる。

　おお、きもちよさすぎる……げぶ……

　石動いするぎ先輩はふんっと息を吐き、

「まったく、このド変態は」

　と、吐き捨てるように言う。

　そのとき。

「美み緒お」

　みちる先生が言った。

「いまの治療がうまくいかなかったのは、砂さ戸ど太た郎ろうに赤ちゃんとしての自覚が足りなかったからではないか？」

「え？」

　石動先輩が首をかしげながらみちる先生を見る。

　みちる先生はちらりと俺おれのほうに目を向けると、

「ただ、おしめとおしゃぶりをつけただけでは、赤ちゃんに戻ったとは言えないと思うのだ。もっと赤ちゃんっぽく扱ってやらなければ」

「赤ちゃんっぽく扱うって、たとえば？」

　先輩は両腕を組み、顎あごに指先を当てながら訊きく。

「そうだな……」

　みちる先生は少し考え、

「――おっぱいだな」

「へ？」

「赤ちゃんは母親の母乳をほしがるものだ。というわけで、美緒の母乳を飲ませてやればいい」

「ぼ、母乳なんて出ないわよっ！」

　先輩は顔を赤くしながら叫ぶ。

「つ、つーかたとえ出たとしても、ブタロウに飲ませるなんてことは……それは……」

「あくまで『フリ』をするだけだ。砂戸太郎の口を美緒のおっぱいにくっつけ、母乳を飲ませるフリをする。そうすることによって砂戸太郎は『自分はいま赤ちゃんなのである』と自覚する。精神が赤ちゃんの頃ころまで戻る。そのあとにドＭを治すためのしつけをする。すると、ドＭが治る。おお、完かん璧ぺきな流れだ」

「な、なにを言ってるんですかみちる先生！」

　俺は大声を上げた。

　母乳とかおっぱいとか、この人は本当になにを言ってるんだ。

　みちる先生は、なんとなくおもしろい展開になりそうなことを思いついたので、それを適当に口にしているだけだ。

　そんなアホな意見を真に受ける人が――

「……みちる姉ねえの言う通りね」

　いた。

　ここにいました。

　石動いするぎ先輩は真剣な顔で、

「あたしが甘かったわ。おしめやおしゃぶりだけでは、ブタロウを赤ちゃんの頃ころまで戻せない。せめて、ぼ、母乳をあげる真ま似ね事ごとぐらいはしないと……いまの失敗はあたしの責任ね……」

「先輩、なにを言って――」

「ブ、ブタロウ」

　先輩は顔を真っ赤にしながら、俺おれを見つめる。

　そして、両腕を広げ、

「あ、あたしのおっぱいを飲ませてあげるから……こっちに来なさい……」

「え、ええええええええ!?」












「じ、じかに、というわけじゃないわよ！　ふ、ふふ、服の上から、おっぱいに口をつけて、赤ちゃんの気分に……だ、だから、頭をこっちに――」

「そこまでです、美み緒おさん！」

　そう鋭く言ったのは――

　結ゆう野のだった。

　結野はずんずんこっちに近づいてきて、

「いままでは黙って見てましたけど、もう黙ってられません！　お、おっぱいをあげるなんて破は廉れん恥ちな行為は絶対にダメです！　タローの彼女としてＮＧを出します！」

「しょ、しょうがないのよ！　これもブタロウを赤ちゃんの頃ころに戻すため！　ブタロウのドＭを治すためなんだから！」

　結野はジト目になり、

「本当にそうなんですか？」

「な、なに？　どういう意味よ？」

「美緒さんはタローのことが好きだから……だから、自分の胸を使って太た郎ろうを誘惑しようと……」

「そ、そそそんなわけないじゃない！　なに馬ば鹿かなこと言ってるのよ！」

　先輩はさらに顔を赤くしながら言う。

「これは治療のため！　純粋なドＭ治療のためよ！」

「治療でもなんでも、とにかくダメです！」

　結野は両腕で大きく『×』マークを作る。

「それに……」

　結野は先輩の胸を見つめながら、

「美緒さんのあんまり大きくない胸だと、いくらおっぱいをあげる真ま似ね事ごとをしても『お母さん』って感じは出ないと思います。残念ながら」

「にゃ、にゃんだと……っ！」

　あ、先輩怒った。

「嵐あらし子こ！　いまの暴言は撤回しなさい！」

「いいえ、撤回しません！　美緒さんのほとんどゼロに近い胸では、お母さん役を演じるのは不可能です！　よって、タローを赤ちゃんの頃に戻すこともできません！」

「だ、だったらどうしろって言うのよ！　あたしにお母さん役ができないんだったら、治療が続行できないじゃない！」

「だったら――わ、わたしがやります！」

　と、結野はきっぱりと言った。

　自分の胸に右手を添えるような格好で、

「わ、わわ、わたしがお母さん役となって、タローにおっぱいをあげます！　タローを赤ちゃんの頃ころまで戻してみせます！」

「なに言ってんの！　男性恐怖症のあんたには無理よっ！」

「で、できます！　愛の力でできます！」

　結ゆう野のはヤケクソ気味に告げた。

　ゆ、結野……

　それはちょっと無理があるような……

「というわけで、タロー！」

　結野はくるっと俺おれのほうに体を向ける。

　俺の目の前まで近づいてくる。

「わ、わたしをお母さんだと思って、おっぱいを飲むフリをして……」

　この流れはやばい。俺は逃げ腰になりながら、

「結野、気持ちはうれしいんだけど、それはたぶん無理だと――」

「大丈夫だもん！」

　思いきったように言うと――

　結野は、俺の頭をその胸に抱きしめた。

「――っ!?」

　ふにゃりという極上のやわらかさが、俺の頭を包み込む。

　天国のような心ここ地ちだった。

　が、次の瞬間、

「こ……ここここここ、こわい……っ！」

　俺の頭を抱きしめている結野の全身がぶるぶると震え出す。

　そして、

「こ、ここここここここわいよおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「あじゃぱあああああああああああああああああああああああ――――っっっ！」

　結野の拳こぶしが俺の顔面にめり込む。

「こわい！　こわいこわいこわいこわい！　こわいったらこわいのよおおお――っっ！」

「どんぱあああああああああああああ！」

　拳の連打からの、トドメのアッパー。

　俺は天井近くまで吹っ飛び、床に顔面から着地した。

「えにょろんちょ～。ぴょお～」

　昇天しました。

　完全に昇天したのでござる。

「あーあ、やっぱりこうなったじゃない……」

　と、石動いするぎ先輩はため息混じりに言った。




「ブタロウの赤ちゃん時代からしつけをやり直す治療が中途半端に終わったから、次は嵐あらし子この男性恐怖症の治療をすることにするわ！」

　と、石動先輩は告げた。

　基本的に先輩は俺おれのドＭ治療ばかりをやっているが、結ゆう野のの男性恐怖症の治療も忘れたわけではない。一週間に一度ぐらいの割合で、結野の男性恐怖症の治療も行っている。ただ、俺のほうが重症っぽいので俺の治療を優先させているだけで。

　先輩は薄い胸を張ると、

「嵐子の男性恐怖症を治す治療方法――それは、男性じゃなくて動物だと思えばいい治療よっ！」

　と、言った。

　結野はきょとんとした様子で、

「男性じゃなくて動物だと思えばいい治療……？」

「そうよっ！」

　先輩はいつものように自信満々な様子。

　結野のほうを見て、

「嵐子！」

「は、はい」

「あんたは動物が大好きよね？」

「え？　はい、大好きです」

　結野はこくりとうなずく。

「動物だったら性別とか関係なく触れるわよね？」

「は、はい。動物だったら、男――雄おすでも触れます」

「だったら、すべての男性を動物だと思いこめばいいのよ！」

　と、先輩は告げた。

「男性をただの雄の動物だと思いこむ！　人間ではなく動物だと！　そう思い込むことができれば男性に触っても平気になるはずだわっ！　だって男性じゃなくてただの雄だから！　――というわけで、ブタロウ！」

「な、なんですか？」

「あんた、猿の物もの真ま似ねをしなさい」

「……は？」

　猿の……物真似？

　先輩はちょっと苛いらついた様子で、

「猿の物もの真ま似ねをしろって言ってんのよ！　さあ早く！」

「あの……な、なぜですか？」

「てめえ、いままでの話を聞いてなかったのかブタぁ！」

「ぎゃひーん！」

　殴られちゃった！　きもちいいいーっ！

　先輩は大声で、

「男性恐怖症の治療のために、すべての男性を雄おすの動物だと思いこむ！　でも普通の男性をそういうふうに思えって急に言っても無理だわ！　というわけで、まずは男性に動物の真似をさせて、その男性に触れるようになる！　それが成功したら治療は完了したも同然よっ！」

「で、俺おれに猿の物真似をしろと……？」

「そうよ！　人間にわりと近い猿の物真似をするの！　さあ、やりなさい！」

「…………」

　ここで逆らっても意味はない。

　俺は猿の物真似をすることにした。

　両手を前に垂らし、

「ウ、ウキー……」

「ぜんっぜん似てないじゃねえか！」

「ばぶれぼっ!?」

　いちいち殴るのはやめてー！　あふう！

　もうちょっと本気で物真似をやろう。

　怒られたり殴られたりするのは嫌だから。

　俺は右手を頭の上に、左手を顎あごの下に付け、ぴょんぴょん飛び跳ねながら、

「ウキー！　ウキキキキー！」

「よし、なかなか猿っぽいわ！　ナイスブタロウ！」

「ウキキキ、ウキキキキキー！」

「どう、嵐あらし子こ!?　こいつは男性じゃなくてただのモンキー――動物の雄なんだって思えてきた!?」

　結ゆう野のは猿の物真似をする俺を見つめ、

「えっと……なんとなく……」

「じゃあ、ブタロウ猿に触ってみなさい！　『こいつはただの猿』って自己暗示をかけながら！」

「は、はい。ここいるのはタローじゃなくて猿、ただの猿……猿、猿、猿……」

　つぶやきながら。

　結ゆう野のは、猿の物もの真ま似ねをする俺おれの肩にそっと触れた。

　その瞬間――

「やっぱり猿じゃないよおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「うきうきうっきいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　結野の弾丸ストレートが俺の顔面を打ち抜いた！

　俺は激しく壁にうちつけられる。

「う、うきっききゃ～……」

　猿の物真似をしながら、快楽に溺おぼれる。うき～っ。

　き、きもちよしゅぎて、人間にもどれないうきっきい……

　ハッと我に返った結野は、

「ああああああ!?　タ、タロー!?　ごめんなさい！」

「うーん、この治療方法はダメっぽいわね……」

　と、石動いするぎ先輩はつぶやいた。




　帰り道。

　俺と結野は並んで歩いていた。

「……はあ」

　結野は重いため息をつく。

　それから、俺の顔を見上げ、

「今日はごめんね、タロー……何回も殴っちゃって……」

「ああ……いや、気にするなよ」

「本当にごめんなさい……」

「だから気にするなって。もうすんだことだろ？」

「うん……ありがと、タロー」

　結野はやっと、少しだけ笑ってくれた。

　俺はホッとする。

　やっぱり結野には笑顔が似合う。そう思った。

「それにしても……」

　結野は空を見上げるようにして、

「わたしの男性恐怖症、ほとんど治ってないなあ……」

「それを言うなら、俺のドＭ体質も同じだって」

「タローはがんばってるよ。毎日毎日、美み緒おさんのドＭ治療をがんばって受けてるんだもん」

「がんばってるというか、無理矢理に受けさせられてるというか……」

「わたしももっと、がんばらないと」

　結ゆう野のは胸の前で両りよう拳こぶしを作り、うん、と大きくうなずく。

　その仕草がなんだかかわいらしくて、俺おれはほほ笑んだ。

「男性恐怖症が治ったら……」

　結野はぽつりと言う。

「ん？」

「男性恐怖症が治ったら、一日中、タローと手をつないでたいな」

「え？」

「イ、イヤかな？　一日中とか」

　結野は慌あわてて言う。

　俺はほほ笑みながら、軽く首を横に振り、

「嫌じゃねえよ。俺だって、結野と手をつなぎたい」

「ほ、ほんと？」

「当たり前だろ。だって、おまえは、その……俺の彼女なんだから……」

　少し照れながら言う。

「彼女と手をつなぎたいって思うのは、当たり前のことだろ」

「そっか……えへへ……」

　結野ははにかむような笑みを見せる。

　それから、冗談っぽい口く調ちようで、

「砂さ戸ど太た郎ろうくん。あなたは、結野嵐あらし子こさんのことが大好きなんですね？」

　とか言ってくる。

　急になに言ってんだ、と苦笑しながら、

「はい。俺は結野嵐子さんが大好きです」

「…………」

　自分から振ってきた冗談なのに、それに応こたえると顔を真っ赤にする。

　ほんと、俺の彼女さんはかわいい奴やつだな。

　心からそう思った。




　翌日。

　放課後の部室である。

「この一年、ブタロウのドＭ治療を続けてきたけど……正直、ちっとも改善に向かってない気がするわ……嵐子の男性恐怖症も……」

　先輩は両腕を組みながら言った。

　なんか難しい顔をしている。

「ここいらで新しい風が必要かもしれないわね。ブタロウのドＭや嵐あらし子この男性恐怖症を治すためには」

「新しい風？」

　と、みちる先生。

「そうよ！」

　先輩は大きな声で言った。

「新しい風！　それはすなわち――新入部員よ！」

「新入部員……ですか？」

　結ゆう野のが首をかしげながら尋たずねる。

　先輩はうなずき、

「新入部員……あたしの手足となって働く部員を増やすことによって、ドＭ治療などをもっと効率よく進めていく！　そうしたら、ドＭなんてすぐに治っちゃうわ！　もちろん嵐子の男性恐怖症も！　そして新規の願いごとも次々とさばいて……第二ボランティア部はすごいという噂うわさが校内に広まる！　第二ボランティア部は伝説になる！」

「伝説って……」

　俺おれは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　というか、先輩の手足となって働くって……

　なんかそれってただの下げ僕ぼくみたいな感じですごいかわいそうな気がするのですが……

　でもまあ、この時期、どの部活も新入部員を集めることにご熱心だ。

　第二ボランティア部も桜さくら守もり高校に数ある部活の一つなのだから――いろいろとかなり異質な気がするが――新入部員を集めるという活動は部活として間違った行動ではないような気もする。なんとなく。

　先輩は力強いまなざしで、

「そういうわけだから、いまからあたしたち第二ボランティア部は、新入部員を獲得するための活動を開始するわ！」

「具体的にはどういう活動をするつもりなのだ？」

　と、みちる先生が尋ねる。

「まずは、チラシ配りをするつもりよ！　すでにチラシは完成させてあるわ！」

　言って、先輩は奥の部屋からチラシの束たばを持ってくる。

　もうチラシ作ってたんだ……

　そのチラシには『第二ボランティア部、部員募集中！　迷わずにカモン！』という文字が書かれている。あと部室の場所を示す地図も。

「これを新入生たちに配り、勧誘するのよ！」

　先輩は俺と結野とみちる先生にチラシの束を分けて渡す。

　あ、やっぱり俺おれたちもチラシ配りするんだな……

　まあ部員なんだから当たり前か。

「よっし！」

　先輩は俺たちを見回し、

「新入部員を獲得するために、チラシ配りを開始するわ！」

　と、告げた。




　部室の外に出た俺たちは、それぞれ別々の場所に散って、一年生とおぼしき生徒たちにチラシを配る。「よかったら見学にでも来てくださいー」と声をかけながら。

　でも、見学って……

　実際、見学に来られたらすごい困るような。

　願いごとの依頼はほぼ皆かい無む。

　やってることといえば、俺のドＭ治療ぐらいだし。あとたまに結ゆう野のの男性恐怖症の治療か。

「第二ボランティア部です。時間があったら見学に来てください」

　言いながら、二人組の一年生にチラシを手渡す。

　適当に場所を変えながら、チラシを配る。

　と――

「あ……石動いするぎ先輩」

「ブタロウ……」

　俺と同じように場所を変えながらチラシを配っていた石動先輩と、ばったり出くわした。

　先輩はなんだか不機嫌そうな顔をしているように見える。

　俺はおずおずと、

「あの……調子はどんな感じですか？」

　と尋たずねてみる。

「……よくないわ」

　先輩は告げる。

「この美み緒おさまがせっかくチラシを配ってやってるっていうのに、新入生どもの食いつきの悪さといったら……マジムカつくわよ……」

　先輩の顔がさらに不機嫌になっていく。

　先輩がチラシ配り。

　チラシ配りは、丁寧に、どちらかといえば低姿勢な感じでやらないといけないと思う。でも、それを先輩に求めるのは無茶なような気がした。

　先輩はうぎぎと表情を歪ゆがめながら、

「チラシを配りながら『第二ボランティア部に入りなさい。これは命令よ。入らないと殺す』って念を押したら、怯おびえた顔をしながら逃げていくし……」

　やっぱり無茶だと思う。

　先輩は両腕を組みながらむすーっとしている。

「まあ、それはそれとして……」

　先輩はちらりを俺おれを見上げ、

「せ、せっかく、ばったり出会ったんだから……しばらく同じ場所でチラシ配りをやるわよっ！」

　と、微妙に早口になりながら告げた。

　俺は首をかしげながら、

「同じ場所？　俺と先輩がですか？」

「そうよ！」

「でも、同じ場所でやるより違う場所で配ったほうが効率がいいような気が……」

「そ、そうともかぎらないわよ！　たぶん！」

「でも……」

「うっさいわね！　口答えするんじゃねーわよ、ブタ！」

「す、すみません……はあ、はあ、はあ……」

　というわけで。

　俺と先輩は横に並ぶようにして立ちながら、チラシ配りをする。

　それにしても、どうして同じ場所でなんて……

　そのとき。

　左腕に、やわらかい感触が。

「え？」

　見ると――

　先輩の右腕が俺の左腕にくっついていた。

　いつの間にか距離が近くなりすぎていたんだなと思った俺は、さりげなく先輩から離れ、腕と腕がくっつかないようにする。

　が、しばらくすると。

　また先輩の腕がくっついてくる。

　俺はまた離れる。

　またくっついてくる。

　離れる。

　くっつく。

「…………」

　常に左腕に感じる、やわらかい感触と女の子の体温。

　これは……

　えっと……

「先輩……もしかして、わざとですか？」

「な、なにがよっ!?」

　先輩は顔を真っ赤にしながら、俺おれを見上げてくる。

「あ、あたしが、わざとあんたの腕にくっつきにいってるとでも言いたいの!?　ブ、ブタのくせに自意識過剰な奴やつね！」

「先輩、俺は『わざとですか？』としか尋たずねてないのに、なんで腕にくっつきにいってるとかそんな細かいことまで察することができたんですか？」

　それは、先輩がそういう意識を持っていたからとしか思えないんですが……

「は、はう!?」

　先輩は変な声を上げる。

　そして、先輩はさらに顔を赤くしながら、

「そうよ！　わ、悪い!?」

　なんかヤケクソ気味な感じで言った。

「あ、あたしは、あんたとくっつきたいと思ってたのよ……だって……」

　そこまで言って、俺から顔を逸そらしながら、

「あ、ああ、あたしは、あんたのことが好きなんだから……」

「――っ」

　思わず呼吸が止まる。

　そうなのである。

　この超絶美少女である石動いするぎ先輩は。

　なぜか、俺のことを好きでいてくれているのだ。

　俺は結ゆう野のと付き合っているというのに、それでも『好き』という気持ちを抱いてくれているのである。

「も、もしかして……」

　先輩はちょっぴり不安そうな顔をしながら、

「あたしにくっつかれるのは迷惑なの……？」

　とか、そんなことを言ってくる。

「迷惑だったら……やめるけど……」

　うつむき加減で言う先輩。

　すごく悲しそうな顔をしている。

「え？　い、いや、その……」

　俺おれも微妙に顔を赤くしながら、

「め、迷惑とかじゃ、ないですけど……」

　と、言っていた。

　すると。

　先輩はパッと顔を輝かせ、

「じゃあ、うれしいってことなのね!?」

「いや、うれしいとまでは――」

「わ、わかったわ！　あんたがそこまで言うんなら、これからもあんたにくっついたりしてあげる！　感謝しなさいよ、変態ブタ！」

　先輩は大声で言うと、まだ顔を赤くしたまま俺のもとから去っていった。

　俺から離れていったのは……恥ずかしさに耐えられなくなったからだろうか。

「……『あんたのことが好き』とか、かなり直接的なことを言ったりしてたからな」

　なんか、思い出しただけでこっちも恥ずかしくなってくる。

　先輩の感情表現は不器用にストレートで、時々すげえとまどってしまうときがあるのでした。

　そのときだった。

「――っ!?」

　強烈な殺気を感じたのは。

「な、なんだこの殺気は……はあ、はあ、はあ……」

　俺のドＭ体質が反応してしまうほどの殺気。

　俺は殺気を感じたほうに視線を向ける。

　そこには――

「ゆ、結ゆう野の!?」

　校舎の陰に体半分を隠しながら、結野が俺のほうをじーっと見つめていた。

　じーっと。

　なんかジト目で。

　結野はゆっくりとこちらに近づいてくる。

　俺の目の前に立つ。

　結野は全身から怖いオーラを放出しながら、

「タロー……」

「な、なんだ？」

「わたしは、タローの、なんですか？」

「え？」

「答えてください。わたしは、タローの、なんですか？」

「…………」

　怖い。

　敬語が無駄に怖い。

　俺おれはごくりと生なま唾つばを呑のみ込んでから、

「え、えーっと……結ゆう野のは、俺の、彼女です」

「そう。わたしは、タローの彼女です」

　結野は低い声で言うと、続けて、

「彼女であるわたしがいるというのに、あんなふうに美み緒おさんに優しくするのはどうかと思います」

「優しくした覚えは……ごめんなさい」

　結野の顔色を見て、即座にあやまる。

　うーむ、本当に怖い。

　怖すぎて参ってしまうな。

　そして気持ちよくなっちゃうな、はあ、はあ、はあ……

「それにしても、美緒さんはほんとにもう……」

　結野は両腕を組みながら、ぷりぷりしている。

「ちょっとタローにくっつけるからって、ずるいんだから」












　あやまったからなのか、少し怒り度が減った感じ。

　よかったよかった。

「わたしも……」

「え？」

「わたしも、タローと一緒にチラシ配りする」

　結ゆう野のは俺おれの隣に立ち、チラシ配りをする。

「二人で仲良くチラシ配りするんだもん。いいでしょ、タロー？」

「それはもちろんいいけど」

　というわけで。

　俺と結野は、しばらく並んでチラシ配りを行った。




　翌日――

　放課後の部室。

　部室には、俺、石動いするぎ先輩、結野、みちる先生といつものメンバーが揃そろっている。

　石動先輩は、

「なんで……」

　眉まゆを逆立てながら、大声を放った。

「なんで、誰だれも新入部員が来ないのよーっ！」

　俺たちは必死にチラシ配りをやった。

　すべてのチラシを配り終え、新入部員が訪れるのを待った。

　だが。

　誰だれ一ひと人りとして部室にやって来ない。

「ちくしょう……なんでなのよ……」

　先輩はかなりイライラした様子で部室の中を歩き回っている。

　どうやら、チラシ配り作戦は大失敗に終わってしまったらしい。

　先輩は難しい顔をしながら、

「次はどんな作戦を……もう一回チラシを作って配っても無駄に終わりそうっぽいし、うむむ……」

　考えたあと、

「よし！　今度はもっと派手に宣伝よ！」

　と言った。

　派手に宣伝？

「ブタロウ！」

「は、はい？」

「あんたの協力が必要だわ！　一緒に来なさい」

「え……？」

　俺おれの協力が？

　先輩は俺を伴ともなって、部室の外に出た。

　そして――

「……せ、先輩、この状況はいったい……」

「もちろん、新入部員集めのための作戦よ！」

　俺は――

　先輩を肩車していた。

　頭に当たる、先輩の太ももの感触。

　俺はドギマギしてしまう。

　俺に肩車されている先輩は、肩にたすきを掛けていた。

　そのたすきには『第二ボランティア部をよろしくお願いします！』と書かれている。

「この状態で、学校内を練ねり歩くのよ！」

「マ、マジっすか……」

「マジよ！　それで、第二ボランティア部が新入部員を集めていることを一年生に告知するの！　さあブタロウ、歩きなさい」

「…………」

「おら、さっさと歩け！」

「は、はい！」

　仕方ない。

　俺は先輩を肩車したまま、校舎の周りを歩く。

　先輩は手に持ったメガホンで、

「第二ボランティア部、部員募集中！　迷わず入部しなさい！」

　というようなことを大声で言っている。

　生徒たちは……

　とても奇異なものを見るような目で、俺たちを見ていた。

　その中にはもちろん女子生徒もいるわけで……

　俺はちょっと気持ちよくなってしまって……はあ、はあ、はあ……

「おら、そこの一年生！　いますぐ入部届を持ってこい！」

　先輩はある一年生をびしっと指さし、叫ぶ。

　標的にされた一年生はすぐさま逃げ出した。

　そんなことを何回か繰り返す。

　生徒たちは俺たちから距離を取るようになる。

　それに伴ともない、先輩の機嫌が悪くなっていく。

「くそ、こいつら……」

　先輩は言いながら――俺おれの肩の上に置く両りよう脚あしをあぐらをかくような格好にし、俺の首を絞めてくる。

「ぐ、ぐええええええええええ!?　せ、先輩！」

　おそらく無意識の行動だと思うのだが……

　ドＭの俺は、こんなことをされちゃうと……

「べ、べびゃるんぱるっぴょおおおおおおおおお――っっっ！」

　ドＭが発動しちゃうのでしたん！

「あ、あひーあひっぴゆー！　きもちいいのれすうううう！　ぽちゃんぴゃ！」

　俺は先輩を肩車したまま、ぴょんぴょんその場で飛び跳ねる。

　とても気持ち悪い笑みを浮かべながら。

「ブ、ブタロウ!?」

「えひゃひゃひゃひゃーっ！」

「あ、あんたなにドＭを発動させちゃってるのよ！　この変態が！」

「ご、ごめんなしゃーい、しゃいしゃーい！」

「このブタが！　ちゃんとしなさい！」

　俺はぴょんぴょん飛び跳ねながら移動する。

　先輩はメガホンで俺の頭を叩たたきまくっている。

　そんなことをしたら、さらに気持ちよくなって――ばふう！

　なんかもう……

　最悪の光景でした。




　そんな感じで、二日目の勧誘活動も失敗に終わった。

　生徒たちが大勢いる前でドＭを発動させちゃったことに俺はかなり心配になったが、すぐその場から離れたし、たぶんドＭ体質のことはバレてないだろう……と思う。

　そして三日目。

「しょうがない。私が協力してあげよう」

　と、みちる先生が言った。

　石動いするぎ先輩は大きく目を見開き、

「みちる姉ねえが新入部員を勧誘してくれるの？」

「ああそうだ。私に任せておけば間違いない」

　顔はいつもの無表情だが、どことなく自信に溢あふれている様子。

　それから。

　みちる先生は部室の外に出ると、すぐに一人の一年生女子を連れてきた。

　その一年生女子は、

「あ、あの、友達がここでわたしを待ってるみたいなことを言われたから来たんですけど……」

　と、ちょっと不安そうな面おも持もちで言ってくる。

「それは嘘うそだ」

　みちる先生はすぐさま言う。

「えっ!?」

「とりあえず、こっちに来てくれ」

　言って、みちる先生はその女子を奥の部屋に連れて行く。

　俺おれたちは黙ってみちる先生の行動を見ている。

　あの人、いったいなにを……

　しばらくして。

「ちょ、ちょっと!?　なにをするんですか!?」

「静かにしていろ」

「あ、いや……やめて……」

「おとなしくしているんだ、いい子だから……」

　そんな声が奥の部屋から聞こえてくる。

「…………」

　不審に思った俺は、こそっと奥の部屋を覗のぞいてみた。

「――っ!?」

　一年生の女子生徒は――スクール水着を着ていた。

　顔を真っ赤にしながら。

　瞳ひとみに涙を浮かべながら。

　そんな女子生徒を、みちる先生はデジカメで激写している。

「うむ、じつにいい。君は最高の被写体だ」

　み、みちる先生……

　あんた、なにやってんの？

　その女子生徒が嫌がっていることは明らか。

　つまり、この撮影会はみちる先生が強引にはじめたもので……

　なんでこれが、部員を勧誘する活動になるのか、さっぱりわからない。

「うむ……いい撮影会だった」

　みちる先生は満足そうに言うと、女子生徒を見つめ、

「君の恥ずかしいスクール水着の写真をたくさん撮らせてもらった」

「うう、ぐす……」

「この写真を世間に公表されたくなかったら、第二ボランティア部に入部するんだ」

「脅きよう迫はくかよっ！」

　俺おれは思わずそう叫んでしまっていた。

「君に選択権はない。わかったな？　では、いますぐ入部届を――」

「う、うえええーん！　警察に行ってやるううううう！」

　女子生徒は大声で言いながら、部室を出て行く。スクール水着姿で。

　先輩は焦あせった顔をしながら、

「け、警察はまずいわ！　ブタロウ、あの子を追いかけなさい！」

「は、はい！」

　それから――

　俺たちは女子生徒に死ぬほどあやまり、警察沙ざ汰たにするのだけはなんとか勘弁してもらったのだった。




　その日の夜には、コンビニのアルバイトがあった。

　レジカウンターに立つ俺。

　カウンターに立ちながら、部員勧誘のことを考える。

　新入部員か……

　新入部員が増えたら第二ボランティア部はどうなるのか。

　なんか、想像も付かないな。

　まあ、それはそれとして――

　俺の横には、店長である道どう明みよう寺じさんが立っている。

　俺は店長のほうを見ながら、

「あ、あの、店長……」

「なにかな、砂さ戸どくん」

「店長は……どうしてそんな格好をしてるんですか？」

　店長は――

　なぜか、野球のユニフォームを着ているのだった。

　仕事中だというのに、なぜそんな格好を……

「よくぞ訊きいてくれたね！」

　店長は恍こう惚こつの笑みを浮かべながら、

「じつは、僕は最近、『ＭＩＮＯＲ』という野球アニメに出てくる大おお清し水みずさんという女の子に夢中になってるんだよ！」

　と、言った。

　店長はホストみたいなかっこいい外見をしていながら、中身は芯しんまで残念なアニメオタクでございました。

「でも、その大おお清し水みずさんはアニメの主人公である六ろく郎ろうといい感じの仲で……僕はそれが悔くやしくて……だから僕は六郎よりもすごいピッチャーになることを決意したんだ！　大清水さんの目を僕のほうに向けるために！」

「はあ、そうなんですか」

　と、俺おれはどうでもいい口く調ちようで言った。

「どれくらいすごい球が投げられるようになったか調べてみよう。砂さ戸どくん、このスピードガンで僕の投げる球の球速を計ってくれ」

「え？」

　俺は店長にスピードガンを渡される。

　球速を計るって……

「いくぞ！」

　店長は右手にボールを握り、大きく振りかぶる。

　そして、

「でやああああああああああ！」

　気合いの声とともに、ボールを投げた。












　商品が陳列してある棚に向かって。

　俺おれは慌あわてながら、

「うおおおおい!?　あんたなにしてんだ!?　商品が大変なことになっちゃってるじゃないですか！」

「そんなことより、球速は？」

「球速……ええええええ!?　時速１５９キロ!?」

　プロでもそうそうは出ない球速だ。すごすぎる。

　が、店長は心の底から悔くやしそうに、

「時速１５９キロ……まだダメだ、まだ六ろく郎ろうには届かない。もっと修業しないと。ちょっと走り込みに行ってくる！」

　言って、店長はダッシュで外に飛び出していった。

　俺はぽかんとしながら、店長の背中を見送った。




　そして、翌日。

　放課後の部室にはいつものメンバー。

「……驚くほどうまくいかないわね」

　先輩はとても難しい顔をしながらつぶやく。

「部員集めがこんなに大変だったなんて……」

　先輩はかなりイライラした様子。

「野球部とかサッカー部とかはあんないっぱい新入部員が入っているのに、うちはなぜ……そうだわっ！」

　先輩はなにかを思いついた顔をした。

　そして、告げた。

「ほかの部活がどんな感じで部員を集めてるのか偵察に行けばいいんだわ！」

　それから俺のほうを見て、

「ブタロウ、ついてきなさい！」

「え？」

　先輩は俺の腕を握り、駆けるようにして部室を出た。

「ああ、美み緒おさん！　またタローと二人っきりで――」

　追いすがろうとする結ゆう野のから逃げるようにしてダッシュ。

　俺は先輩に腕を引かれながら、

「せ、先輩。どこに行くんですか？」

「だからさっき言ったじゃない！　ほかの部活の偵察よ！」

　と、先輩。

「ほかの部活を偵察して、どんなふうに部員を集めているのかリサーチする。それを参考にして第二ボランティア部の部員を増やそうって寸法よ」

「偵察……でも、どこに……」

「そうね、まずは……」

　先輩はちょっと考え、

「あたしたちと名前が似てる部活――ボランティア部に偵察に行くわよ！」

　と、言った。

　というわけで――

　俺おれと石動いするぎ先輩は、ボランティア部の部室の前までやって来た。

　先輩は俺に向かって、

「見つかったらなにかと面倒くさそうだから、こそっと偵察するわよ」

「わかりました……」

　確かに、見つかったら、また改名対決とかを申し込まれそうで面倒だ。

　俺と先輩はボランティア部の部室の扉を少しだけ開け、中を覗のぞく。

　部室の中には――

　見覚えのある長髪の女子生徒が立っていた。

　凛りんとした姿勢で立つ、きりりとした顔立ちの女子。

　彼女はボランティア部の部長、竹たけ澤ざわ明あ姫きさんだ。

　彼女の前に多くの椅い子すが置いてあり、そこには桜さくら守もりの生徒たちが座っていた。

　雰ふん囲い気きからして、座っている彼らは新入生たちだろう。

　竹澤さんの後ろにあるホワイトボードには『部活説明会』という文字が。

　先輩はうなずきながら、

「なるほど……新入生に部活内容の説明を行い、『この部活に入りたい』って思わせる作戦か……」

　俺と先輩は扉の隙すき間まからボランティア部の部活説明会を見守ることにする。

　竹澤さんは新入生に向かって、落ち着いた様子と声音で、

「皆さん、今回は、ボランティア部の部活説明会に集まっていただき、ありがとうございます」

　と、告げる。

　続けて、

「私はこのボランティア部の部長、竹にゃわあふぃ――」

　あ……

　か、噛かんだ……

　竹澤さん、自分の名前を噛んだ……

「…………」

　竹たけ澤ざわさんは無表情で新入生たちを見据えている。

　よくわからない迫力に気け圧おされたのか、新入生たちはなにも言えず黙り込んでいる。

　竹澤さんは――

　黙って部室の隅に移動し、その場にしゃがみ込んだ。

　胸元から人形を取り出す。

　人形のジェニファーを。

　竹澤さんは泣きそうな顔をしながら、

「ジェ、ジェニファー、わ、わわ私、噛かんじゃった……自分の名前を噛んじゃったよぉ……もうダメ恥ずかしくて新入生たちの前に出られない……」

『大丈夫にゃ、明あ姫き！　自分の名前を噛むことなんてよくあることだにゃ！』

「そ、そう……？　よくあることかな？」

『そうだにゃ！　だから気にせず、もう一度トライするにゃ！』

「……わかった。私、もう一度だけがんばってみる！」

『さすが明姫！　驚きの気合いだにゃ！　尊敬に値あたいするにゃ！』

「そ、そんなに褒ほめられると照れちゃうな……えへへ……」

　竹澤さんはジェニファーを胸元にしまうと、すくっと立ち上がった。

　そして。

　もう一度、新入生の前に立つ。

　言うまでもないことだが……新入生たちは、いまの竹澤さんとジェニファーの謎なぞの会話の様子を目にしている。

　なので、皆、ちょっと不気味なものを見るような目で竹澤さんのほうを見つめていた。

　そんな視線には気付かず、竹澤さんは、

「改めて自己紹介を。私は、たちけにゃらふぁるき――」

　……信じられないような噛み方をした。

　名前のほとんどすべての部分を噛んでいる。原形をとどめていない。

　竹澤さんはすぐ部屋の隅に移動した。しゃがみ込んだ。

「……ジェニファー、私、今度こそダメ」

『あ、明姫！　ヘコみすぎて顔色がデンジャラスな感じになってるにゃ！』

「大事な部活説明会でこの失態……私、もうお嫁に行けない……」

『あ、明姫！　いまの失敗とお嫁関係はまったく関連性がないにゃ！　いろんな意味でしっかりするにゃ！』

　竹澤さんは部屋の隅でぶつぶつジェニファーと話している。

　新入生たちは顔を見合わせたあと、こそーっと部室から出て行った。

「……ありゃあ、ダメね。新入部員も増えないわよきっと」

　と、石動いするぎ先輩が言う。

　残念ながら、俺おれも同じ意見だった。




　ボランティア部の部室から離れた俺たち――

「次はどこの部活に偵察に行こうかしら……」

　先輩はうーむと少し考えたあと、

「よし、次は料理部の偵察に行きましょう！」

　と言った。

「料理部って……辰たつ吉きちや間ま宮みやさんがいる……」

「そうよ。それじゃあレッツゴー！」

　先輩はずんずん進んでいく。

「あ……ま、待ってください」

　俺は慌あわてて先輩のあとを追う。

　俺と先輩は、料理部が活動している家庭科室に向かった。

　家庭科室に辿たどり着く。

　例によって例のごとく、こそっと偵察。

　俺と先輩はドアの隙すき間まから中を覗のぞく。

　綺き麗れいで広い家庭科室。

　家庭科室の黒板には『入部希望者と一緒に料理を作る会』と書かれてある。

　石動先輩は一つうなずき、

「一緒に料理を作る……つまり餌え付づけするってわけね」

「いや、餌付けというわけではないと思いますが……」

「新入生どもは餌えさで簡単に釣ることができる畜ちく生しようと同じ。そういう考えなわけか。なかなかの外げ道どうっぷりね」

「そんな考えにすぐ至る先輩のほうが外道のような気がしますが。あと『新入生ども』って呼び方もちょっとひどいです」

「じゃあ『餌付けで簡単に騙だまされる猿ども』って言ったほうがいいかしら？」

「……ひどさが三段階ほどバージョンアップされています」

「いちいちうっさいブタね。とりあえず、奴やつらの餌付け作戦を見守りましょう」

「はい……あ、辰吉がいる」

　俺の親友である葉は山やま辰吉も料理部の一員なので、この『入部希望者と一緒に料理を作る会』に参加していた。

「変態マッサージ女もいるわね。あと、金持ちアホ巨乳も」

　変態マッサージ女というのは間ま宮みやさんのことだろう。

　でも金持ちアホ巨乳とは誰だれのことだろうか？

　確かに胸の大きな子が一人いるけど。なんかその女子生徒の制服のポケットから札さつ束たばが出ているように見えるのだけど、それは俺おれの目の錯覚だろうか。

　料理部員は、新入生と一緒に料理を作る。普通に。

　かなり和なごやかな雰ふん囲い気き。

　あれなら新入部員も増えそうだ。

　と、そのとき――

「おーほっほっほっほっほっ！」

　急に高笑いが聞こえだした。

　俺はぎょっとする。

　この高笑いは、女装した辰たつ吉きちの……？

　なんで辰吉は女装なんか――

　と思ったら違った。

　高笑いを放ったのは、女装した辰吉ではない。

　新入生らしい、金髪縦ロールの髪型をした女子生徒だった。

　ドリルみたいな縦ロールのその女子生徒は、口元に右手を当てながら、

「おーほっほっほっほっほっ！　あたくしは、瑠る華か・ステッグマイヤー！　この料理部のエースとなる存在ですわ！」

　とか言っている。

　料理部の面々はぽかんとした顔をしながら瑠華・ステッグマイヤーさんとやらを見つめている。

「申し訳ありませんが、先輩方に教おそわることなんてなに一つありませんわ！　なぜならこの瑠華・ステッグマイヤーは生まれながらにしての天才料理人なのですから！　あたくしが料理部に入るのは、あたくしの超絶的な料理テクニックを見せつけ、賛さん辞じの言葉をいただくためですわ！　おーほっほっほっほっ！」

　石動いするぎ先輩はとても嫌なものを見る目をしながら、

「……なにあれ。キモ女装変態とキャラかぶってんだけど」

「たしかにキャラかぶってますね……」

　料理部の部員たちはとても困った顔をしていた。

　変な新入生来ちゃった、そんなオーラを全身から放っていた。

　まあ、あんな新入生が来たら誰だって困るだろうけど。

　と――

「オーホッホッホッホッホッ！」

　こ、この高笑いは!?

　弾はじかれたようにそちらに顔を向ける。

　そこには――

　今度こそ本物、正真正銘、女装した辰たつ吉きちがいるのでございました。

「料理部のエース？　いきなりやって来てわけのわからないことを言うあなた！　とても迷惑ですわよ！　即刻この場を立ち去りなさい！　さもないと、このスペシャル貴族であるタツミ・アントワネットが容赦いたしませんわよ！　オーホッホッホッホッホッ！」

「あ、あなたはいつも唐突に現れる謎なぞの美少女!?」

「憧あこがれのお姉さま!?　どうしてこんなところに!?」

　間ま宮みやさんと巨乳の女子生徒が続けて言う。

　辰吉の奴やつ……自分と似た感じの女子が生意気なことを言ってるのが我慢できなくて、女装して出てきてしまったんだな。

「おーほっほっほっほっほっ！　あなたはなんなんですの？　あたくしの物もの真ま似ねなんかして。もしかして天才料理人であるあたくしのファンなのかしら？」

「オーホッホッホッホッホッ！　ファン？　片腹痛いですわね！　あなたこそわたくしの物真似をしているではありませんか？　もしかして、それはわたくしに対するリスペクトですの？　土下座するならサインを書いてあげてもよろしくてよ！」












　瑠る華か・ステッグマイヤーさんと女装辰たつ吉きちは激しく睨にらみ合っている。

「このままではラチがあきませんわね！　ということで、料理対決で決着を付けるというのはいかがでして？　負けたほうが勝ったほうの下につくということで」

「この天才料理人である瑠華・ステッグマイヤーに勝負を挑むとはいい度胸ですわ！　その勝負、お受けいたしましょう！」

　なんか唐突に料理勝負がはじまったけど……

　先輩はため息をつき、

「これ以上は見ても無駄ね。次行きましょ、ブタロウ」

「は、はあ……」

　二人の料理勝負の行方ゆくえはちょっと気になったが――

　俺おれと石動いするぎ先輩はその場をあとにした。




　俺たちが次に向かった先。

　それは発明部だった。

　発明部の部室に辿たどり着く。

　こっそりと中を覗のぞく。

「あれ……？」

　中には、部長である柊ひいらぎさんがいると思いきや――

　いるのは、整った顔立ちをしたロリコン男子、日ひ村むら雪ゆき乃の丞じようのみ。

　新入部員らしき生徒たちもいない。

　俺と先輩は、こっそりしている意味もないなと思い、普通に部室に入っていく。

　日村は――

　肩にたすきをかけていた。

　その肩には『幼女の部員大募集！』と書かれている。

　近くに置いてあったチラシにも『幼女大募集！　それ以外は来なくていいです！』とか書かれてある。

　俺は日村に近づき、

「えーっと……日村、おまえ一人でなにやってんだ？」

「砂さ戸どくん……」

　日村はちょっと悲しそうな目をしながら、

「ノア様は新入部員獲得にまったく興味がなくて、奥の部屋で発明に没頭しています。ノア様の代わりに、僕が一人で幼女新入部員を集めようと思ってがんばっているんですが、誰だれも来なくて……どうしてでしょうか……」

「…………」

　そりゃあ、幼女だけを募集しても来ないだろ……

　俺おれと先輩はため息をつき、発明部の部室を出て行った。




「ダメね……いろんな部活に偵察に行ったけど、まるで参考にならないわ……」

　先輩はため息混じりにつぶやいた。

「どうやって新入部員を増やせばいいのやら……」

　俺たちは部員を集める手段が思いつかず、途方に暮れていた。

　そのとき――

「美み緒お」

　と、みちる先生。

「そんなに新入部員を増やしたいなら、部活アピールに出てみてはどうだ？」

「部活アピール？」

　先輩は首をかしげる。

「ああ」

　みちる先生はうなずく。

　部活アピール。

　それは四月に体育館で行われるイベント。

　それぞれの部活が五分から十分程度の持ち時間を与えられ、自分たちがどんな活動をしているかを新入生たちにアピールできる場。

　そうみちる先生は説明した。

「そういえば、去年もそんなイベントがありましたね」

　と、結ゆう野の。

　確かにそんなイベントがあった。

　剣道部は部員どうしでの試合を見せたり、野球部はエースがピッチングを披ひ露ろうしたり、そういうことをやっていた。

　みちる先生の話を聞いた石動いするぎ先輩は、

「それよっ！」

　と、顔をキラキラさせながら言った。

　ぐっと両りよう拳こぶしを握り、

「部活アピール！　それであたしたち第二ボランティア部の活動を新入生にアピールする！　それを見た新入生たちが第二ボランティア部に殺到してきて……ああもう完かん璧ぺきな展開だわ！」

　確かに完璧な展開だ。

　実際にそうなったらの話だが。

　先輩はみちる先生に顔を向け、

「みちる姉ねえ！　部活アピールはいつあるの!?」

「たしか五日後だったと思うな」

「よし！　じゃあその部活アピールでどんなアピールをするかを考えるのよっ！」

　どんなアピールをするか……

　むう……

「普通は、部活で普段やっていることを見せるものだと思うがな」

　みちる先生が言う。

「普段やってることか……」

　先輩は細い顎あごに手を当て、考える。

「あたしたちが普段やってること……毎日のようにやってること……」

　毎日のようにやってることといえば……

「それは、ドＭ治療ね！」

　その通りだった。

　俺おれたちが毎日のようにやってることといえば、俺のドＭ体質を治すための治療ぐらいしかない。

　先輩は気合いの入った顔で、

「というわけで、ブタロウのドＭ治療を一年生に見せてアピールするわよ！」

　と、告げた。

「あ、あの、先輩……」

　俺は顔を青くしながら言う。

「それ、本気で言ってるんですか……？」

「本気だけど？　なんで？」

　先輩は不思議そうに尋たずねてくる。

「…………」

　俺はしばらく絶句してから、

「先輩、よく考えてください……ドＭ治療なんかを見せたらどうなるかを……」

「どうなるか……？」

「は、はい」

　俺はうなずく。

　先輩の考えたハチャメチャなドＭ治療を実行する。当然のように失敗する。俺のドＭが発動する。変態的に覚かく醒せいした俺は先輩あるいは結ゆう野のに殴られる。俺は気持ち悪い笑みを浮かべながら身み悶もだえる。

　そんなものを体育館でやっちゃったら……

「……阿あ鼻び叫きよう喚かんって感じになるわね」

　先輩はつぶやくように言う。

　はい、その通りなのです。

「ドＭ治療はさすがに見せられないか……」

　よかった、先輩はギリギリで冷静だった。

「タローのドＭのこともバレちゃいますしね……」

　と、結ゆう野の。

「じゃあ、どんなアピールを……ううむ……」

　先輩が眉まゆ根ねを寄せる。

　しばらくして、

「思いついたわっ！　素晴らしいアピール方法を！」

　先輩は告げた。

「これで、新入部員がすげえやって来る！　間違いなしよ！」




　そして。

　部活アピールの日がやって来た。

　体育館の舞台裏でスタンバイする俺おれたち第二ボランティア部の面々。

　舞台では、書道部が部活アピールを行っている。

「次があたしたちの番ね……」

　石動いするぎ先輩がつぶやくように告げる。

「み、美み緒おさん……」

　結野がちょっと顔を赤くしながら言う。

「ほ、ほんとにこんな部活アピールをやるんですか……？　というか、そもそも部活アピールにさえなってないんじゃあ……」

「大丈夫よ！」

　先輩はえっへんと薄い胸を張る。

「あたしたちの目的は新入部員を集めること！　あたしの考えたアピールを披ひ露ろうすれば、絶対に部員は集まるわ！」

「で、でも……あと、タローが……」

　俺は――

　舞台裏の端っこで体育座りをしていた。

「いやだ……ぜったいにいやだ……でたくない……」

　と、うつろな目でぶつぶつつぶやきながら。

「ブタロウ！」

　先輩が怒った顔をしながらやってくる。

「なにやってんのよ！　本番はもうすぐよ！」

「か、勘弁してくださいよ先輩！　こんな格好で人前で出るのは絶対にイヤです！　ほんとにイヤなんだよおおおおおお！」

「なに泣いてんのよ！　しょうがないじゃない、これも新入部員を集めるためよ！」

「い、いやだあああああああ！　なんで俺おれがこんなことをおおおおおおお！」

　やがて。

　書道部のアピールが終わった。

「よし、行くわよ！　第二ボランティア部、出陣！」

　先輩が出て行こうとする。

　が、俺と結ゆう野のは動かない。

「往おう生じよう際ぎわが悪い！　さっさと来なさい！」

「い、いやですうううううううううう！」

　先輩が俺の腕を引きながら強引に舞台に出ていく。

　その後ろを、結野がしぶしぶといった感じでついてくる。

　石動いするぎ先輩、俺、結野の順番で舞台に立つ。

　俺たち三人は――

　まるで、コンサートをする女性アイドルみたいに派手な衣装に身を包んでいた。

　先輩も結野も……そして俺も。

　俺は――女装しながら舞台に立っているのでした。先輩の指示で。

　イヤだ……もう死にたい……

　体育館がざわめきに包まれる。

　無理もない。いきなりアイドルみたいな格好をした三人の女の子――一人は男の子だけど――が出てきたりしたんだから。

　先輩は大きく息を吸って、

「これから、第二ボランティア部の部活アピールをはじめるわよっ！」

　続けて、

「では、レッツダンシング！　ミュージックスタート！」

　舞台に軽快な音楽が流れ出す。

　それに合わせて、俺たち三人はダンスを踊る。

　この五日間、必死で練習したダンスを。

　技巧的にすごいというのではなく、女の子らしいかわいさをアピールするようなダンス。

　先輩はノリノリで、結野は顔を真っ赤にし、俺は……死人のような顔で。

　最初はざわついていただけの体育館も、軽快な音楽とダンスに次第にテンションが上がっていく。自然と手拍子まで聞こえてきた。

　先輩が、よし、という顔をする。

　――先輩の考えた部活アピール。

　それがこの俺おれたち三人によるダンスだった。

　第二ボランティア部は生徒たちの願いを叶かなえる部活。

　しかしその部活内容を部活アピールで説明するのは難しいし、説明できたとしてもそんな面倒な部活に入りたいと思う生徒はあまりいないだろう。

　だから、アイドルみたいなかわいく華やかな格好をして、楽しそうにダンスを踊る。

　そして『よくわからないけど第二ボランティア部ってのは楽しいことをやる部活なんだな』と新入生たちに勘違いをさせる。

　勘違いをした新入生たちが第二ボランティア部に入部してくる。

　のちに真実を知ったとしても後の祭り。

　というのが、石動いするぎ先輩の狙ねらいだった。

　俺たちは舞台上でダンスを続ける。

「うん、新入生たちの反応もいい感じだわ！　これなら間違いなく新入部員は増えるわね！」

　と、石動先輩。

「で、でも、美み緒おさん……これは明らかに詐さ欺ぎなんじゃあ……」

「細かいことは気にしなくていいのよ、嵐あらし子こ！」

「細かいことかなぁ……」

　結ゆう野のが首をかしげながら言う。

　俺はというと、女装の恥ずかしさで卒倒寸前だった。

　ふらふらしながらなんとかダンスを踊っている。

　一刻も早くこの時間が終わってくれ、そう願いながら。

　と、そのときだった。

　ほとんど意識が朦もう朧ろうとしている状態で踊っていた俺は――

　近くを踊っていた、結野とぶつかってしまった。

　しまった……！

　そう思ったが、もう遅い。

　結野の顔色が真っ青になる。

　全身がぷるぷると震えだし、両目が泳ぐ。

　そして――

「い、いやああああああああああああああああああああああああ！」

「さわでかっぶ!?」

　結ゆう野のの超絶ストレートが俺おれの顔面を貫つらぬいた。

　背後に吹っ飛ぶ俺。

　舞台に倒れる。

　倒れながら――

「ランランラ～♪　ランランランチャラララ～♪　ポオ！」

　ドＭ的に覚かく醒せいしちゃったのですううううう！

　がばんちょ、と立ち上がる。

　変態的な笑みを浮かべる。

　体育館には生徒たちがたくさんいるがそんなの関係ナッシング！

　俺は変態的な動きで結野のほうに近づこうとして――

「このアホブタ――」

　石動いするぎ先輩に、がしっと腰を掴つかまれた。

　背後から俺の腰に両手を回した先輩は、

「こんなとこでドＭ発動させてんじゃねえええええええええええええええ！」

「あぎゃあああああああああああああああああああああああ!?」

　そのままバックドロップで俺の脳天を舞台に墜つい落らくさせた。

「あ、あへあへ～」

　限界を超えた超絶快楽。

　俺はあまりの快楽に動けなくなった。

　体育館は――

　しん……

　と静まりかえっていた。

　えっ？　という雰ふん囲い気き。

　いままで楽しそうにダンスしてたのに、いきなり殴ったりバックドロップしたり、意味不明な超展開。

　混乱するのも無理はないだろう。

　先輩が俺にバックドロップをしたのは、体育館にいる生徒たちに俺がドＭっていうことがバレないようにするため。先輩のおかげで俺は助かったのだ。

「く……ブタロウのせいで台無しだわ！　撤退よ！」

　先輩は俺の後ろ襟えりを掴み、ずるずる引っ張りながら舞ぶ台たい袖そでに消えていく。結野がその後ろからついていく。

　そんな感じで、第二ボランティア部の部活アピールは終了した。




「最悪だわ……」

　部室である。

　先輩はイライラした様子で椅い子すに座っている。

「途中までうまくいってたのに、ブタのせいで台無しになったわ……」

「す、すみません、はあ、はあ、はあ……」

　俺おれは床に倒れながら身み悶もだえていた。

　それは、ついさっきまで先輩のひどい折せつ檻かんを受けていたからなのでした。

　残念な姿で倒れる俺を、結ゆう野のとみちる先生が見つめている。

「あんな部活アピールじゃあ、新入部員は来ないわよね……」

　先輩は深刻な様子でつぶやく。

　先輩は本当に新入部員に来て欲しいようだった。

　それは――

『ここいらで新しい風が必要かもしれないわね。ブタロウのドＭや嵐あらし子この男性恐怖症を治すためには』

　それは、俺や結野のため。

　俺のドＭ体質や、結野の男性恐怖症を治したいという想おもいのため。

　でも、それは……

　なんだか、先輩らしくないような気がした。

「新入部員に頼るなんて、先輩らしくないです……」

　俺はぽつりと言った。

「え？」

　先輩が驚いたような顔を俺のほうに向けてくる。

　俺も驚いた顔をして、

「あ、いや……なんでもないです……」

　ごまかすようにつぶやく。

　思わず――頭で考えたことをそのまま口に出してしまっていた。

　先輩、怒ったかな……

　不安に思いながら先輩を見つめる。

　と――

「あたしらしくない、か……」

　先輩は椅子から立ち上がった。

　そして。

「ブタのくせに生意気なこと言ってんじゃないわよっ！」

「おぎゃああああああああああ!?」

　思いっきり俺を蹴けってくださった！　あぶう！

　あひゃあああああ～！

　きもちいい～！

　俺おれはゴロゴロ転がりながら身み悶もだえる。

　先輩は両手を腰に当て、ふんっと息を吐き出したあと、

「でも……あんたの言うとおりかもね……」

　と、つぶやくように言った。

　石動いするぎ先輩は大きな声で、

「もういい！　新入部員なんかいらないわっ！」

　そう告げる。

　それから――

　右手の人差し指で俺を指差し、

「あんたの気持ち悪すぎるドＭ体質も――」

　次に結ゆう野のを指差し、

「嵐あらし子この男性恐怖症も――」

　そして、最後に。

　親指で自分を指差し、

「――神様であるこのあたしが、絶対に治してみせるんだからっ！」

　言って。

　石動先輩は、にかっと笑顔を見せた。

　自信満々な感じの、いかにも先輩らしい笑顔を。



















第二話　愛情ポイントをアップアップです！







　放課後である。

　教室を出て部室に行こうとしたとき――

　いきなり誰だれかに腕を掴つかまれた。

　その誰かというのは、端たん整せいな顔立ちをしたロリコン野郎、日ひ村むら雪ゆき乃の丞じようだった。

　日村は必死な顔で、

「砂さ戸どくん！　大変なんです！　大変なことが起こってしまったんです！」

　と言った。

「あーそうなのか。じゃあ俺おれ、部活があるから」

　俺は乱暴に日村の手を振り払い、すたすたと歩いていった。

　日村は慌あわてた様子で、

「ちょ、ちょっと、待ってください砂戸くん！　大変なことが起こったって言ってるじゃないですか！」

　俺はうんざりした目を日村に向けながら、

「おまえが言う大変なことって、どうせロリコン関係のなんやかんやだろ。悪いけど、そんなのに付き合ってる暇はないんだ。そんじゃあな」

「違うんです！　今回は違うんです！　ロリは関係なく、ノア様が大変なことに――ああでもノア様はロリ体型だからロリがまったく関係ないというわけではない……」

「柊ひいらぎさんがどうかしたのか？」

　俺は足を止める。

　柊さんが大変なことに――

　そう言われれば、話を聞かざるを得ない。

「じつは……」

　日村は深刻な顔する。

「いや、百ひやく聞ぶんは一見にしかず。とりあえず発明部の部室に来てください」

「お、おい」

　日村は俺の腕を引いて、ずんずんと進んでいく。

　そして。

　辿たどり着いたのは、発明部の部室。

「発明部の部室……ここに柊ひいらぎさんがいるのか？」

「…………」

　俺おれと日ひ村むらは発明部の部室に足を踏み入れる。

　見たところ、部室に柊さんの姿はない。

　慌あわてた様子で発明部の部室まで連れてきたのだから、ここには大変なことになってるという柊さんがいると思ったんだが……

「日村、柊さんは……」

「ノア様は……ここに……」

　言いながら。

　日村は、部室の机の上に置いてあった小型の機械を渡してきた。

「……？」

　携帯ゲーム機みたいな大きさと外見の機械だ。

　機械にはいくつかのボタンや四角いディスプレイなどが付いている。みたい、ではなくて本当に携帯ゲーム機なのかもしれない。

　その機械のディスプレイの中に――

「え……？」

　柊さんそっくりの少女がいた。

　頭の右側を結った髪に、小学生みたいな小柄な少女。

　ほんと、柊さんにうり二つだ……

　怖いくらいに……

　俺は日村に向かって、

「このディスプレイの中の女の子って、柊さんに似てるよな……」

　と尋たずねる。

　日村は難しい顔をして、

「似ている、ではなくて、それはノア様自身なんです」

「は？」

　俺は首をかしげる。

　これが柊さん自身って……

　どういうことだ？

『日村の言うとおりなのです』

　その声は――

　携帯ゲーム機のような機械から聞こえてきた。

　俺は驚きながらディスプレイに顔を向ける。

　ディスプレイの中にいる『柊ひいらぎさんにとてもよく似た少女』は、いまにも泣き出しそうなほど困った顔をしながら、俺おれを見つめていた。

　その少女の口が開く。

　その口の動きに合わせて、携帯ゲーム機のような機械から音声が流れる。

『砂さ戸どくん。ここにいるノアは本物のノアなのです』

「本物の……柊さん？」

　俺は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　それは――どういうことだ？

　ディスプレイの中の柊さんはうつむき加減で、

『じつは……ノアは、とある画期的な恋愛シミュレーションゲームを発明しようとしてたです』

　言って、続ける。

『それは、三次元の女の子を二次元のゲームの中に構築するという機能を持ったゲームです』

「三次元の女の子を、二次元のゲームの中に……？」

『はいです』

　ディスプレイの中の柊さんはうなずく。












『三次元にいるかわいい女の子を、一時的に二次元の美少女キャラにしてしまうというゲームです。リアルでかわいい女の子をゲームの登場人物にすることで、プレイヤーに新たな楽しみを提供するというゲームです』

「えっと……それは、簡単に言えば、三次元にいる普通の人間を二次元のゲームの世界の中に移動させることができるゲームってこと？」

『その解釈でだいたいあってるです』

　本物の人間を二次元に……

　驚いた。

　そんなことができるなんて……

　柊ひいらぎさんはうつむきながら、

『そのゲームがいちおう完成して、テストプレイをしようとしたです。ノア自身が二次元キャラクターになってテストしようと……でも、このゲームには欠陥があったです』

「欠陥？」

『はいです。一度、二次元キャラクターになってしまったら……ゲームをクリアーするまで三次元世界に帰還できないという欠陥です』

　柊さんは弱った顔をしながら言う。

『本当は、三次元に戻りたいときはいつでも戻れるということにしようとしたですが、どこかでプログラムが間違っていたのか、クリアーするまで戻れなくなってしまって……』

　俺おれは少し考え、

「じゃあ、もしかして、いま柊さんは三次元に戻りたくても戻れない状態ってことですか？」

『その通りです』

　柊さんはうなずく。

『それで困ってしまって……日ひ村むらに頼んで、砂さ戸どくんを呼んできてもらったです』

　柊さんは言う。

　日村もうなずいている。

「そうだったんですか……でも、どうして俺を……」

『それは……』

　柊さんは俺をまっすぐ見つめ、

『砂戸くんに……このゲームをクリアーしてほしいからです』

　と、告げた。

　俺は自分の顔を指差しながら、

「へ？　お、俺に？」

『はいです。ゲームをクリアーすれば三次元から二次元キャラに変換する機能も一度リセットされて、ノアは三次元の世界に戻れるはずです。だからお願いです砂さ戸どくん！　このゲームをクリアーしてくださいです！』

　柊ひいらぎさんは頭を下げる。ディスプレイの中で。

　俺おれは少しうろたえながら、

「で、でも、俺、恋愛シミュレーションゲームとかあんまりやったことないし……」

『大丈夫です！　この恋愛シミュレーションゲームは普通にやってれば誰だれでもクリアーできる簡単なゲームです！』

「だけど……」

『ノアには砂戸くんしか頼れる人がいないです！　お願いです！』

　柊さんはとても必死な様子で告げる。

「柊さん……」

　そんなに必死に頼まれたら――

「……わかりました」

　断ることなんてできやしない。

「誰でもクリアーできるなら、俺でも大丈夫そうですね。柊さんを三次元世界に戻すためにがんばってみます」

　と、俺は言っていた。

　柊さんは両目を見開き、

『ほ、ほんとですか？』

「はい」

『う、うれしいです！　ありがとです、砂戸くん！』

　柊さんは満面の笑みで言った。




　それから――

　柊さんが二次元キャラクターになってしまったこのゲームのクリアー方法などの詳しい説明を聞いた。

　まず、この恋愛シミュレーションゲームは『お互いが恋人どうし』という状態からはじまる。すでに俺と柊さんは恋人として付き合っているという設定だ。

　そしてプレイ内容は――ただ恋人どうしみたいな関係を続けるというもの。

　普通に話したり。

　スキンシップしたり。

　デートしたり。

　そういうことをしていると『愛情ポイント』というものが溜たまっていき、それが一定以上になったらクリアーなのだという。

　逆に、話もせずスキンシップもせずデートもせずといった状態を続けると『愛情ポイント』が減っていき、それがゼロになるとゲームオーバー。

　ゲームオーバーになると……

　柊ひいらぎさんは永遠に二次元の世界に閉じこめられてしまうのだという。

　それだけは阻止しないと。

　特に起伏がなく、まったりと恋人関係を続ける――

　それがこのゲームのコンセプト。




『つ、つまり、この機械の中にいるノアを――普通の恋人として扱ってくれればいいというわけなのです』

　と、柊さんは言った。

「恋人として……」

『は、はいです』

　ディスプレイの中の柊さんはちょっと顔を赤くしている。

「……わかりました」

　俺おれはうなずく。

　恋人としてか……

　なんか、ちょっと照れるな。

　しかもクリアーのための『愛情ポイント』を溜ためるためには、かなりラブラブな恋人関係を続けないといけないっぽい。ほったらかしにしておくなんて論外。

『あ、あの砂さ戸どくん……』

　柊さんが言った。

『いまのこの状況……砂戸くんがノアをたすけるためにゲームをプレイしてくれていることは、第二ボランティア部の人たちには内緒にしておいてほしいです』

「え？　どうしてですか？」

　柊さんを救うためには、柊さんと常に一緒にいなければならない。恋人として。

　当然、部活も休むことになってしまうだろう。

　そのあたりの事情をわかってもらうためには、石動いするぎ先輩たちにいまの状況を説明するしかないと思うのだが……

『それは、えっと……うまく説明できないですが、あの人たちにいまの状況のことを言ったら、ゲームクリアーどころの騒ぎじゃなくなる気がするというか……』

「そう……ですか？」

　俺はちょっと釈然としなかったが、

「わかりました。柊さんがそう言うのなら」

『お願いするです』

　まあ確かに、石動いするぎ先輩が絡からんできたら変にメチャクチャになってゲームクリアーどころじゃなくなる可能性はある。

　しかも、結ゆう野のはいまの俺おれの恋人。

　結野という恋人がいるのに『お互いが恋人どうし』という設定ではじまる恋愛シミュレーションゲームをしている俺に抵抗感を示す可能性も……なくはないような気もする。

　俺はディスプレイの中の柊ひいらぎさんに向かって、

「じゃあ、とりあえず、ゲームをはじめましょうか」

『は、はいです……じゃあ、いまからノアと砂さ戸どくんは恋人どうしです』

　と、柊さんは言った。




　俺は携帯ゲーム機のような機械を持ちながら、校門を出る。

　俺と柊さんは恋人どうし。

　ということで、一緒に下校しているのだ。

『砂戸くんと恋人として下校……』

　ディスプレイの中の柊さんは、ちょっとくすぐったそうな顔をしながら、

『う、うれしいです。泣きそうなくらいうれしいです』

　そんなことを言う。

　――きっとこのセリフは『お互いが恋人どうし』という設定だから言っているのだろう。

　だから、俺も彼氏らしいセリフを言わないと……

　俺はディスプレイの中の柊さんにほほ笑みを向けて、

「お、俺もうれしいです。柊さんと一緒に下校できて。というか、柊さんみたいなかわいい彼女がいることが、夢みたいだ」

　そう言うと――

　ディスプレイの中の柊さんの頭あたりから、ハートマークがふわんふわんいう感じで出現した。

『あ……いま、愛情ポイントがアップしたです』

「いまみたいに恋人っぽい感じの行動をして、愛情ポイントを増やしていけばいいんですね」

『そ、そうです。よろしくです』

　柊さんは俺をまっすぐ見つめ、

『ノアを……砂戸くんの彼女と思って、扱って欲しいです』

　と、妙に真剣な顔をしながら告げた。

「わかりました……で、でも……」

　俺おれはあたりをキョロキョロ見回しながら、

「携帯ゲーム機みたいな機械に話しかけるのは……ちょっと恥ずかしいですね……」

　端はたから見れば、ゲームの中のキャラクターに話しかけているちょっと危ない人。

　注意しないと変な目で見られてしまう。

『それは……ごめんなさいです』

　ぺこりと頭を下げる柊ひいらぎさん。

「いや、いいですよ柊さん。あんまり気にしないことにします」

　これも困っている柊さんをたすけるためだ。

　俺と柊さんは恋人どうしとして下校する。

　二人でお喋しやべりしながら。




　自宅に帰り、自室へ。

　そのとき。

『さ、砂さ戸どくん……』

　なんか柊さんがもじもじしだした。

「なんですか、柊さん？」

『い、いきなり部屋で二人っきりなんて……大胆ですね』

　柊さんは顔を真っ赤にしている。

　俺はちょっと慌あわてながら、

「あ、いや……す、すみません！」

　確かに、いきなり部屋に連れ込むってのは……ちょっと配慮が足りなかったかもしれない。というか、携帯ゲーム機のような機械の形をしているので、そこまで考えなかったというか……

　この機械は柊さん自身。

　そういうふうに扱わないと。

　でも――

　ディスプレイの中の柊さんの頭あたりからはハートマークが出ている。

　あっ、愛情ポイントがアップしてる。

　じゃあ、部屋に連れてきたのは別に間違いじゃなかったのかな。

『砂戸くんの部屋に、ノアがいる……うれしいです……』

　えへへ、と柊さんは笑っている。

『あの、砂戸くん……』

「なんですか、柊さん」

『せっかく二人きりなのですから……スキンシップもしてほしいです』

「ス、スキンシップですか？」

　と、俺おれは尋たずねる。

『は、はいです』

「わかりました」

　俺はうなずく。

　俺は指先をディスプレイに近づける。

　指先でディスプレイに触れると、スキンシップしたことになる――そう柊ひいらぎさんから事前に説明されていた。

　指先で、柊さんの頭を撫なでる。

『ああ……砂さ戸どくんに頭を撫でられてるです。うれしいです』

　ハートマークが出まくっている。

　かなり愛情ポイントがアップしている感じ。

　よし、頭だけじゃなくて肩とかも……

『ああ、肩まで触られちゃって――ひゃあっ!?』

　突然、柊さんが変な声を上げた。

　え……？

　どうしたの？

『砂戸くん……い、いま、ノアの胸を触ったです……』

「えええええ!?　うわあ、すみません！」

　俺は慌あわててあやまった。

『…………』

　柊さんの顔はトマトのよう。両腕で自分の胸を隠すように抱きしめている。

　微妙な沈黙が流れる。

　やがて、

『砂戸くんは……ノアの胸を触りたいと思ったですか？』

「え!?　い、いや、違います！　いまのは事故です！」

　俺はぶんぶんと首を横に振る。

『そ、そうですか……』

　と、小さな声で言う柊さん。

　どうしてだろう、ちょっと残念そうな声に聞こえた。




　翌日の朝。

「ふあ……」

　うつ伏せで眠っていた俺は目を覚ました。

「……ん？」

　なんか、お尻しりに変な感触。

　まるで誰だれかが俺おれのお尻をこねくり回してるような……

　俺は顔を後ろに向け、自分のお尻のほうを見てみた。

　と――

「これが太た郎ろうちゃんのお尻の感触なんだね……」

「ええ、そうですね静しず香かさん……」

　姉貴と母さんが――俺のお尻をさわさわと触っていた。

　さわさわ、さわさわと。

　もみしだくように。

「でも、服の上からだといまいち感触がわかりづらいね……」

「じゃあ、やっぱり、ズボンとパンツを脱がして直じかに触ってみたほうが……」

「そのほうがいいみたいだね」

「では、早速――」

　姉貴と母さんは、ハァハァ息を荒らげながら俺のズボンを脱がそうと――

「てめえらなにしてやがんだあああああああああああああ！」

　俺は怒ど鳴なりながら、二人をベッドの外に蹴けり飛ばした。

「ひゃあっ!?」

「へぐうっ!?」

　姉貴と母さんは床の上に倒れ込む。

　俺はベッドの上に立ち上がりながら、

「お、おまえら！　人が眠っているあいだにお尻を触るなんて卑ひ猥わいなことしやがって！　そこまで堕おちたか！」

　すると、姉貴と母さんはふるふると首を横に振り、

「ご、誤解だよぉ、太郎ちゃん」

「そうです、誤解です太郎さん」

「なにが誤解だ！　このエロアホ親子が！」

　と、俺は叫ぶ。

　姉貴と母さんは立ち上がり、

「わたしたちは崇すう高こうな目的のために太郎ちゃんのお尻を触ってたんだよぉ～」

「そうなんです。崇高な目的――このグッズを完成させるために！」

　母さんは言うと。

　平たい板に桃のような形状のものを取り付けた物体を取り出し、それを掲かかげるようにして俺に見せた。

　俺おれは両目をぱちぱちさせる。

　一見、それがなんなのかまったくわからない。

「なんだ、それは？」

　尋たずねると、姉貴が、

「これは、太た郎ろうちゃんお尻しり型がたマウスパッドだよっ！」

　と言った。

　俺は唖あ然ぜんとしながら、

「お、お尻型マウスパッド……？」

「はい、そうです！」

　母さんは力強くうなずき、

「私たちは大好きな太郎さんのグッズをいろいろ作ろうと思ったんです！　その一つがこのお尻型マウスパッドなんですよ！　で、とりあえずプロトタイプを作ってみたんですが、いまいち実物の感触と違うような気がして……」

「だから、こっそり太郎ちゃんのお尻を触ってたんだよ！　お尻型マウスパッドをちゃんと完成させるために！」

　俺は卒倒寸前になりながら、

「グ、グッズ!?　お尻型マウスパッド!?　なんでそんなもん作ろうとしてんだ!?　おまえらはアホか！」

「それは、太郎ちゃんのことが大好きだからだよ～」

「はい。大好きな太郎さんのグッズを作っていつも近くに置いておきたい。そう思ってしまうほどに、私たちは太郎さんを愛しちゃっているのです」

「馬ば鹿かすぎる……」

「お尻型マウスパッドのほかに、こんなグッズもあるよ～」

　姉貴は言うと――

　どこからともなく、俺の全身が印刷された大きなパネルを取り出した。

「な――そ、それはもしかして、俺の等身大パネルか!?」

「惜しいけど、違うよ！」

　姉貴は言った。

「これはね――太郎ちゃん等身大携帯ストラップだよっ！」

　等身大携帯ストラップ……？

　よく見ると、そのパネルの先端部分から紐ひもが出ていて、それが携帯電話に結びつけられている。

「なるほど、確かに携帯ストラップだ――って、そんな携帯ストラップでかすぎて邪魔だろ！　もはや携帯電話のほうがおまけみたいになっちゃってるし！」

「あと、こんなものもあります！」

　母さんは言うと――

　どこからともなく、トイレットペーパーを取り出した。

　そのトイレットペーパーには……

　俺おれの顔面が無数に印刷されていた。

「これは太た郎ろうさんトイレットペーパーです！」

　と、母さんは言った。

　俺はぎょっとしながら、

「た、太郎さんトイレットペーパー!?」

「トイレに行くたびに太郎さんに出会える喜び……私が開発したグッズですが、我ながら素晴らしいものを作ってしまいました」

「気持ち悪いだろ！　トイレでそれ使うの絶対に気持ち悪いだろ！」

「そんなことありません！　むしろ快感です！」

「このド変態が！」

　ダメだ。

　こいつらダメすぎる。

「そして、極きわめつけは……」

「このグッズです！」

　姉貴と母さんは言って――

　じゃーん、という感じで人間とほぼ同じ大きさの人形を取り出した。

　その人形は……

　あれだ、理科室とかにある人体模型だった。

　半身は普通の人間で、もう半身は脳みそや筋肉や臓器がむき出しになっているやつ。

　その人間部分の半身は――

　間違いなく、俺だった。

「うがあ！　きもちわりっ！」

　自分が人体模型のモデルにされている。なんか嫌だった。

　だが。

　姉貴と母さんはうっとりとした様子でその人体模型を見つめ、

「ああ……太郎ちゃんの中の中まで見ることができるこのグッズ……」

「最高ですね、静しず香かさん……」

「た、太郎ちゃんの脳みそ、ハァハァハァ……」

「太郎さんの心臓はいい色をしてますね、ハァハァハァ……」

「怖い！　おまえらもう怖いっ！」

　脳みそや心臓見てハァハァしてるなんてハイレベルを通り越して猟りよう奇き的てきだわ！

　姉貴と母さんは俺おれに近づき、

「こういうのじゃなくて普通のグッズもいっぱい作ったんだよー！　太た郎ろうちゃんキーホルダーとか太郎ちゃんタオルとか太郎ちゃんスゴロクとか――」

「太郎さんコップとか太郎さんブックカバーとか太郎さん抱き枕まくらカバーとか太郎さんパンフレットとか――」

　無数のグッズを取り出す二人。

　俺は――

「あああああああああああああ、うぜええええええ！」

　叫び、相撲の突っ張りのような感じで姉貴と母さんを部屋の外に押し出す。大量のグッズと一緒に。

「おまえらもこの大量のグッズも邪魔だから出てけ！」

「あーん、太郎ちゃーん！」

「私たちの愛が届かないんですかーっ！」

　二人を追い出したあと、ドアを閉める。

「やれやれ……」

　俺はため息をつく。

　まったく、あの変態親子は……

　俺はハッとして、

「そ、そうだ、柊ひいらぎさんは……」

　いまのやりとりを見られてたりなんかしたら……

　俺の姉と母がとても残念な人たちであることがバレてしまって……

　俺は慌あわてて携帯ゲーム機のような機械に目を向ける。枕まくら元もとに置いてあるそれに。

　ディスプレイの中の柊さんは――

「すー、すー、すー……」

　まだ寝息を立てて眠っていた。

　俺はホッと安あん堵どの息を吐く。

　どうやら、いまのやりとりは見られてなかったようだ。

　よかった……

　俺は心からそう思った。




　朝の用意を終え朝食を取ったあと――

　俺は携帯ゲーム機のような機械を持ちながら、登校する。

　ディスプレイには柊さんの姿が。

『結局……昨日は、砂さ戸どくんの部屋にお泊まりしてしまったです』

　柊ひいらぎさんは両手を頬ほおに当て、いやんという感じで顔を右に左に向ける。

「そうですね……二人、同じ部屋で過ごしてしまいました……」

　しかも、俺おれは携帯ゲーム機のような機械をベッドの上に置いていた。

　つまり。

　同じベッドで一夜を過ごしたのである。

　そう言ってしまうと、なんかやらしく聞こえるなあ。

　柊さんは二次元なのでやらしいことなんかできないんだけど。

『うふふ……砂戸くんの寝顔、かわいかったです』

　柊さんはそんなことを言ってくる。

「え!?　ね、寝顔を見てたりしたんですか？」

『はいです。じーっと見ちゃってたです』

　柊さんははにかむような笑みを見せながら告げる。

　寝顔を見られてたのか……

　なんか恥ずかしいな……

　俺はぽりぽりと頭を掻かく。

　まあそれはそれとして。

　俺たちは恋人どうしとしての会話をする。

　ラブラブカップルを演じる。

　愛情ポイントをアップさせるために。

　俺は携帯ゲーム機のような機械を自分の顔に近づけ、

「――ほんとに柊さんはかわいいなあ」

　と、告げる。

『そ、そんなことないです』

　柊さんは照れながら言う。

「いや、ほんとにかわいいですよ」

『えへへ……さ、砂戸くんもかっこよくて優しくて素敵です。だ、大好きです』

「お、俺も柊さんのことが大好きです」

『じゃ、じゃあ、愛してるって言ってほしいです』

「わかりました……俺は、柊さんのことを愛してます」

『も、もう一回』

「愛してます」

『もう一回だけ』

「愛してます。誰だれよりも」

『は、はうう～幸せです～』

　柊ひいらぎさんの頭からハートマークが出る。

　これは柊さんをたすけるため。照れないよう、照れないようにしようと考えているのだが……どうしても照れてしまうときもある。

　まあそれはしょうがない気がする。

　そのときだった。

「タ、タロー……」

　この、聞き慣れた声は――

　俺おれは弾はじかれたように顔を後ろに向ける。

　そこには、

「結ゆう野の……？」

　俺の恋人である結野が立っていた。

　結野は……

　なぜか、顔を真っ青にしていた。

　俺は少し心配になりながら、

「ゆ、結野？　どうしたんだ、顔が青いけど」

「い、いま……」

　結野は少し後ずさる。

「え？」

「いま……『愛してます。誰だれよりも』って言ってた……」

　結野は震える声で告げる。

　えっと、それは……

「結野、それは――」

「確かに言ってた！　その携帯電話に向かって！」

　携帯電話……？

　そうか、結野はこの携帯ゲーム機のような機械を、携帯電話と勘違いして……

「違う、結野。これは携帯電話じゃなくて――」

「タローが……浮気してる」

「へ……？」

「ふええええええええええん！　タローが誰かと浮気してるよおおおおおおお！」

　叫びながら――

　結野は逃げるように走り去っていった。

「ゆ、結野!?　ちょっと待って！　あなたはなにか誤解をしている！」

　俺が追いかける間もなく、結野の姿は視界から消えてしまった。




　そして、放課後――

　教室から出た瞬間、俺おれは、

「ブタロウ……ちょっと来なさい」

　石動いするぎ先輩に拉ら致ちされた。

　第二ボランティア部の部室に連れられ、椅い子すに座らせられる。

　ロープで上半身をぐるぐる巻きにされ、椅子に固定される。

「な!?　な!?　ななななななななななな!?」

　ここまで一瞬の早業。

　あらがう隙すきもない。

　俺の目の前には、石動先輩が仁王立ちで立っている。

　その少し後ろには、ちょっと涙目になっている結ゆう野のがいた。そのそばにはいつも通りな感じのみちる先生もいる。

　俺は自由になる両りよう脚あしをバタバタさせながら、

「先輩！　これはどういうつもりですか!?」

　大声で言った。

　すると、

「どういうつもりですか？　それはこっちのセリフよ、ブタロウ」

　石動先輩が眼光鋭く睨にらみ付けてくる。

　おお、すごい迫力……

　はあ、はあ、はあ……

　先輩は俺を見下ろしながら、

「嵐あらし子こに聞いたわよ。あんた、誰だれかと浮気してるんだって？」

「えっ!?」

　俺は結野のほうを見る。

　結野は悲しそうな目で俺を見つめ返している。

「ゆ、結野……」

　朝のホームルームや授業のあいだの休み時間、俺は結野に「俺は浮気なんてしていない」と何度も告げたが、結野はあの目をしながらずっと俺を無視し続けた。

「嵐子は、ブタロウの浮気相手はあたしじゃないのかと思ったらしいわ。――あたしは、ブタロウのことが好きだから。でも、いっぱい話して、それは違うってわかってもらった……」

　先輩はずいっと俺のほうに顔を近づける。

「嵐子という彼女がいて……あたしがあんたのことを好きってことを知ってて……なお、ほかの女の子と浮気するとは……あんたはいつの間にそんな女たらしになったの？　ねえ、ブタロウ」

　怖い。

　マジで怖すぎる。

　俺おれは震えながら、そしてちょっと気持ちよくなりながら、

「誤解です、先輩」

「五回です、先輩――五回も浮気したってこと」

「ち、違います！　俺は浮気なんかしてません！」

「でもあんた、登校してるとき携帯電話に向かって『愛してます。誰だれよりも』とか言ってたのよね？　それってどういうことよ？」

「それは……」

　それは結ゆう野のの勘違いだ。

　俺は、柊ひいらぎさんをすくうために、携帯ゲーム機のような機械に向かって話しかけ、愛情ポイントをアップさせていただけ。

　でも――

『いまのこの状況……砂さ戸どくんがノアをたすけるためにゲームをプレイしてくれていることは、第二ボランティア部の人たちには内緒にしておいてほしいです』

　と、柊さんは俺に頼んだ。

　俺はそれを了承した。

　だから、本当のことは言えない。

　というか、本当のことを言ったら先輩は「こんな機械があるから悪いんじゃーい！」とか言って機械を破壊してしまうかもしれない。

　それはやばすぎる。

　柊さんが三次元に帰って来られなくなる。

　俺は必死な様子で、

「と、とにかく違うんです。本当なんです」

「じゃあ、なんで『愛してます。誰よりも』って言ったのよ？　誰に向かって言ったのよ？」

「それは……い、言えないです」

　そう言うしかなかった。

「…………」

　あ、やばい。

　先輩、マジギレな顔をしてる。

「そう……じゃあ、拷ごう問もんするしかないわね」

　さらっと言った。

　先輩は笑みすら浮かべ、

「ブタロウは『言えない』と言う。だったら、自分から言いたくなるまで拷ごう問もんするしかないわ。ねえ、嵐あらし子こ」

「わたしも美み緒おさんと同じ意見です」

「結ゆう野の!?」

　あの子、彼氏が拷問されることを了解しちゃった！

　石動いするぎ先輩は――

　どこからともなく、鞭むちを取り出した。

「あたしの拷問にどこまで耐えられるかしらね、ブタロウ」

「あ、ああ……はあ、はあ、はあ……」

　そして。

　先輩の過激すぎる拷問ははじまった。




『さ、砂さ戸どくん、大丈夫ですか？』

「だ、大丈夫ですよ、柊ひいらぎさん……」

　帰り道。

　俺おれはボロボロになりながら歩いていた。

　柊さんはしゅんとした様子で、

『本当にごめんなさいです……ノアのせいで……』

「いや、いいんです……」

　俺は先輩の拷問をなんとか耐えきった。

　かなりキツいことをされたが、柊さんのことは隠し通した。

　話さない、と一度約束したのだから、話さない。

　これは俺にとって当たり前の感覚だ。

　俺はディスプレイの中の柊さんに向かって、

「そんなことより、拷問のあいだはかまってあげられなくてすみません。愛情ポイントが下がってしまいませんでしたか？」

　と、尋たずねる。

『そんなこと気にしなくていいです。大丈夫です』

　柊さんは本当に申し訳なさそうな顔をしている。

　そんな気にしなくていいのに……

「あ、そうだ」

　俺はふと思いついた。

　今日は土曜日。

　つまり明日は日曜日。

　学校は休みだ。

「柊ひいらぎさん」

『はいです？』

　俺おれは柊さんの目を見つめ、

「明日……デートしませんか？」

『ええええええ!?　デ、デート!?』

　ディスプレイの中の柊さんは両目を大きく見開いている。

　俺はうなずき、

「はい。明日は日曜日だから、どこかにデートに行きましょう。愛情ポイントをアップさせるために。嫌ですか？」

『い、嫌なわけないです！』

　柊さんはぶんぶんと首を横に振る。

　そして胸の前で両りよう拳こぶしを作りながら、

『ノアも……砂さ戸どくんとデートしたいです！　彼氏の砂戸くんと！』

「じゃあ決まりですね。明日はデートしましょう」

　と、俺は言った。

「どこか行きたいところはありますか？」

『えっと……ノアはどこでもいいです。さ、砂戸くんと一緒なら。だから、砂戸くんにおまかせするです』

「そうですか。じゃあ……」

　俺はちょっと考え、

「水族館とかどうですか？」

『オッケーです。水族館でいいです』

「じゃあ、水族館で」

『はいです！　楽しみです！』

　と、柊さんはにっこり笑いながら告げた。




　そして、日曜日。

　お昼過ぎ、俺は携帯ゲーム機のような機械を持って自宅を出た。

　小さなディスプレイには、柊さんの姿が映っている。

　ディスプレイの中の柊さんの格好は、いつもと違っていた。

　昨日までは制服姿だったのだが、今日はオシャレな服を着ている。桃色のカーディガンにグレイのスカート。

　かなりかわいらしい格好だと思った。

　ここは彼氏として、彼女のかわいらしい服装を褒ほめなければ。

「柊ひいらぎさん、今日の服装、とってもかわいいですね」

　と、俺おれは言う。

『そ、そうですか？　えへへ……』

　柊さんは顔を赤くしながらうつむく。

　その口元はにまにましていた。

　柊さんの頭あたりからハートマークが出る。

　よし、愛情ポイントはかなりアップしているようだ。

　今日のデートでさらに愛情ポイントを溜ためるつもり。今日中にクリアーできればいいんだけど……

　俺は電車に乗る。

　目的の駅で降り、改札口を出る。

　そこからちょっと歩いたところに、今日デートをする予定の場所である水族館があった。

　俺たちは入場券を買って――というか柊さんは携帯ゲーム機のような機械の中にいるので買ったのは俺だけだが――水族館の中に入った。

『わあ！　す、すごいです！』

　柊さんが大声を上げた。

　ロビーを出ると、そこは壁一面が水槽になっている。大きな鮫さめやエイなどが滑すべるように水中を泳いでいた。

　柊さんは俺を見つめ、

『じつは……ノア、水族館に来たのははじめてなのです』

「え、そうなんですか？」

『はいです！　だから今日ははじめての水族館を思う存分たのしむつもりです！』

　にっこりと笑顔。

　壁一面の水槽を堪たん能のうしたあと、俺たちは順路を移動する。

　ペンギンが餌えさを食べているところを見たり。

　大きな亀かめが泳いでいるところを見たり。

　ふわふわ水の中を浮かんでいるみたいなクラゲを眺めたり。

　トンネルのようになっている水槽をくぐって、そこを泳ぐいろんな魚を見たり。

　俺は、柊さんと楽しく会話をしながら、水族館を進む。

　もちろん、不審者に思われるのは嫌なので、近くに人がいるときは話さないように注意する。携帯ゲーム機のような機械も手の中に隠すようにして持ち運ぶ。

　それにしても……

　相手が携帯ゲーム機のような機械の中にいるとはいえ、なんか本当にデートしてるみたいだな。

　柊ひいらぎさんが目をキラキラさせながら、

『すごいです、砂さ戸どくん！　水族館はすごいです！』

　はしゃいだ様子で言う。

　俺おれはほほ笑みながら、

「そうですね、柊さん」

『こんな楽しいところが世の中にはあったなんて……なんか感激です』

　と、ちょっと大げさなことを言っている柊さん。

　でも本当に喜んでくれているようだ。

　水族館に連れてきたのは大正解だったな。

　愛情ポイントも、かなりアップしてるようだし。

　あ、また頭のあたりからハートマークが出た。

　うん、いい感じだ。

「よし……」

　ここで――

　さらに愛情ポイントアップ作戦だ。

　俺はディスプレイの中の柊さんに向かって、

「柊さん」

『なんですか？』

　柊さんが俺を見る。

「手をつないでいいですか？」

『え!?』

　柊さんは驚いた顔をする。

　が、やがて。

　顔を赤くしながら、

「は、はいです……」

　こくんとうなずく。

　俺は、指先でディスプレイを触る。

　ディスプレイの中の、柊さんの小さい手を。

　これで手をつないだことになるはずだ。

　俺はほほ笑みながら、

「柊さんと手をつなげて……俺、幸せです」

『ノアこそ、幸せです……』

　と、柊ひいらぎさんは顔を赤らめながら言う。

「この時間が一生、続けばいいのに……」

『……本当です』

　柊さんはうつむき加減で言う。

『この時間が、一生続けばいいのに……本当にそうです……』

「柊さん？」

　どうしたのだろう。

　柊さんは一瞬暗い顔をしたように見えた。

　柊さんは「なんでもない」というように首を横に振り、

『ノア、砂さ戸どくんのことが……大好きです』

　と告げた。

『だから……砂戸くん』

　柊さんは思い切ったように顔を上げて、

『ノアと……キスしてほしいです！』

「えええええええええええええ!?」

　俺おれは驚きのあまり大声を上げてしまった。

「キ、キス!?」

『は、はいです。キ、キスです』

　柊さんは告げる。

『指先で唇に触れるとかじゃなくて、砂戸くんの唇をディスプレイにくっつけてほしいんです……』

　柊さんは真剣な目をしている。

『愛情ポイントはもうかなり溜たまってるです……だから、キスしてくれたら、ゲームはクリアーできると思うです』

　そして。

　ゆっくりと両目を閉じた。

　ディスプレイの中で、柊さんの顔がアップになる。

　さらに唇がアップになる。

　キス……

　つまり、この画面に俺の唇をくっつける。

　そうすれば、ゲームクリアー。

　柊さんは三次元の世界に帰ってくることができる。

「…………」

　俺は――

　唇を、ゆっくりとディスプレイに近づけ……

　――そこで。

　唐突に、結ゆう野のの顔が頭をよぎった。

「あ……」

　慌あわてて顔を離す。

　柊ひいらぎさんが目を開け、

『砂さ戸どくん？』

「……すみません、柊さん」

　俺おれは申し訳なく思いながら、

「キスはできません。すみません」

　と、告げた。

『…………』

「これはゲームで、本当にキスするわけではないとわかってるんですが……でも、どうしても……」

　結野の顔を思い出してしまって。

　だから。

　キスはできなかった。

『砂戸くん……』

　柊さんはつぶやくように俺の名前を呼ぶ。

　とても悲しそうな顔をしていた。

　いたたまれなくなって、柊さんから目を逸そらす。

　と、そのときだった。

「――ブタロウ！」

「――タロー！」

　え……？

　こ、この声は……

　慌てて声のしたほうに顔を向ける。

　そこには――

　石動いするぎ先輩と結野が立っていた。

　俺はぎょっとした。

「な……ど、どうして二人がここに……」

　言うと、

「あんたのあとをつけてきたのよ」

　と、石動先輩。

「タローは誰だれかと浮気してる……だったら、日曜にその誰かと会ったりするかもしれない。そう思って、タローの家の前でずっと張ってたの」

　と、結ゆう野の。

「そしたら、案の定、あんたは出かけていって……」

「どこかでその浮気相手と待ち合わせして、それから遊びに行ったりするかと思ってたんだけど……」

「あんたはなぜか誰とも待ち合わせもせず……」

「一人で水族館に入っていって……」

　先輩と結野は、俺おれのあとをずっとつけ回していたのか。

　俺に気付かれないように。

　家からずっと。

　先輩と結野は深刻な顔をしながら、

「ブタロウは誰かと浮気をしていると思っていた。でも、真相はもっと恐ろしいものだったわ……」

「タロー……一人で水族館に入って、ぶつぶつなにかを喋しやべって……なにを言ってるんだろうと思ってこそっと近づいて聞き耳を立ててみたら、『あのペンギン、かわいいですね』とか『あの亀かめ、すごい大きいですね』とか『手をつないでいいですか？』とか『この時間が一生、続けばいいのに……』とか、一人で誰かと会話してるみたいに……」

「そう、まるで自分にしか見えない妄想の彼女と話してるような……」

「つまり、タローの浮気相手は……」

「ブタロウが作り出した妄想彼女……」

「わたしという彼女がいるのに、妄想の浮気相手を脳内で作り出すなんて……」

　二人はかなり残念な人を見るような目で俺を見つめている。

　こ、この人たちはすごい勘違いをしている！

　俺は携帯ゲーム機のような機械に話しかけていただけだ。愛情ポイントを増やすために。

　でも、俺は人の目を気にして機械を隠すように持っていたから、二人は俺が一人で喋ってると勘違いして……

　俺は慌あわてて、

「ち、違う！　それは誤解です！　俺はそんな……妄想の浮気相手と妄想デートを一人でしちゃうようなデンジャラスな奴やつではありません！」

　どうにかしてこの誤解を解かないと――

　そう思ったときだった。

　俺が持っていた携帯ゲーム機のような機械が。

　突然、輝きだした。

「え……？」

　そして。

　機械が割れる。

　割れ目から放出された光の束たばが人ひと形がたを作り出し。

　その人形は――

　柊ひいらぎノアさんの姿となった。

「へ？　あ、あれ？」

　俺おれは驚きの声を上げる。

　ぽかんとした顔をする。

「え……チビッコ……？」

「柊さんが、突然どうして……」

　先輩と結ゆう野のが唖あ然ぜんとした顔をしている。

　柊さんが……

　三次元の世界に帰還した？

　でも、まだゲームはクリアーしてないはずなのに……

　どうして……

　柊さんは――

　ゆっくりと、俺に向き直る。

「砂さ戸どくん」

　柊さんは悲しそうな目をしながら俺を見つめている。

「ノア、砂戸くんに嘘うそをついていたです」

「う、嘘？」

「はいです」

　柊さんは沈痛な面おも持もちでうなずく。

「愛情ポイントを溜ためてゲームをクリアーするまで三次元に戻れない……それは嘘です。ノアは、自分の意思で、いつでも三次元に戻ることができたのです」

「え……？」

　いつでも戻ることができた？

　じゃあ、愛情ポイントを溜めてゲームをクリアーする必要なんてなかったということか？

　俺は呆ぼう然ぜんとしながら、

「どうして、そんな嘘を……」

「それは……」

　柊さんは目に涙を溜めながら、

「それは――砂さ戸どくんと恋人どうしのような関係になりたかったからです」

　と、告げた。

　俺おれは呆ぼう然ぜんとしながら、

「俺と……恋人どうしのような関係になりたかった？」

「そうです。だって……だって、ノアは……」

　柊ひいらぎさんは――

　震える声で、告げた。

「ノアは――砂戸くんのことが、好きですから……」

「…………」

　一瞬、思考が真っ白になった。

　いま……

　柊さんは、俺のことが好きだと言ったのか？

「ノアは砂戸くんのことが好きです。……でも、砂戸くんには結ゆう野の嵐あらし子こという恋人がいる。二人はいつの間にか恋人として付き合いはじめていた。そのことを、ちょっと前に知ったです」

　ちらり、と柊さんは結野のほうを見る。

「だから――砂戸くんへの気持ちは諦あきらめないといけないです。想おもいを断ち切らないといけないです。でも、その前に、せめて一瞬だけでも恋人みたいな関係になりたいと思って……この恋愛シミュレーションゲームを作ったです。それで、日ひ村むらに『三次元から二次元にもどれなくなった』と嘘うそを言って、砂戸くんを部室に呼んできてもらったです」

「…………」

「第二ボランティア部の人たちに――特に結野嵐子に、このことを黙っていて欲しいと言ったのは……やっぱり、後ろめたかったからです。砂戸くんの恋人である結野嵐子に申し訳ないという気持ちが、あったからです……」

　言ったあと、柊さんはうつむく。

　事情がまだよくわかっていない石動いするぎ先輩と結野は、ぽかんとしたまま停止している。

「ごめんなさいです、砂戸くん……」

　柊さんはぽろぽろと涙を流す。

「本当にごめんなさいです。ノアのわがままに付き合わせてしまって……」

「柊さん……」

「でも、本当に好きだったです……っ！　砂戸くんのことが大好きだったです！」

　柊さんは泣きながら、その場にしゃがみ込んでしまった。

「ほ、ほんとうに、大好きで、大好きなのに、諦あきらめないといけなくて……痛くて、苦しくて、どうしようもなくて……ひっぐ、うえ……」

　柊ひいらぎさん……

　どう声をかけていいかわからない。

　どうしたらいいのかわからない。

　俺おれは途方に暮れた。

　そのときだった――

「おらああああああああああああああああああああああああああああ！」

「ぎゃびいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　いきなり、顔面に強烈な衝撃。

　俺は派手に吹っ飛んだ。

　俺は地面に倒れながら、悶もん絶ぜつする。

　そんな俺の目の前に立っていたのは――

　石動いするぎ先輩だった。

　先輩は仁王立ちで俺を見下ろしている。

　さっきの強烈な衝撃は、先輩だった。

　先輩が俺の顔面にドロップキックを喰くらわせてくれちゃったのだ。

　おおう、快感がとんでもないことになっちゃってるぜよおおおおお！　ばふう！

　なんとか悦楽状態から立ち直った俺は、上半身を起こし、

「せ、先輩！　なんでいきなりドロップキックを!?」

　と、大声で尋たずねる。

　先輩は堂々と、

「なんとなくよ！」

　と言った。

「な、なんとなく!?」

「そうよ！　女の子を泣かしてるあんたがなんとなくムカついたからよ！」

　そんな理由で……

　しかも、水族館の中で。

　たまたま周りに人がいなかったから、俺がドＭだってことはバレなかったけど。

　先輩は柊さんのほうを見て、

「チビッコ！」

　鋭い声を放つ。

　柊さんはビクッとなりながら、

「は、はいです？」

「恋愛シミュレーションゲームとかこれまでの過程とかはよくわかんなかったし、どうでもいいけど……あんたの気持ちはその程度のものなの？」

「え？」

「好きな奴やつに彼女がいるってだけで諦あきらめちまうような、そんな軽いものなのかって訊きいてるのよ！」

　と、先輩は激しい口く調ちようで言った。

「へ……？」

　柊ひいらぎさんはぽかんとしながら、

「で、でも、普通は彼女がいたら諦めると……」

「あたしは諦めないわ！」

　先輩は大声で言った。

　それから、

「あたしもブタロウのことが好きなのよ！　あんたと同じように！　でも、あんたと違って、あたしはまだ諦めない！　嵐あらし子こからブタロウを奪い取ってやるのよ！」

　きっぱりと告げた。

　柊さんは愕がく然ぜんとした様子で、

「う、奪い取る……」

「そうよっ！」

　先輩は薄い胸を張りながら、言う。

　よく見ると、その顔はちょっと赤くなっていた。

「諦めない……奪い取る……」

　柊さんはつぶやくように言う。

「そう！　本当に好きなら、本当に太た郎ろうのことが好きだったら、簡単に諦めることなんてできない！」

　と、石動いするぎ先輩は告げた。

「諦められないんだったら――がんばるしかないじゃない！」

「…………」

　その言葉がよっぽど予想外だったのか――

　柊さんは目を丸くしながら固まっている。

「……まあ、あんたが諦めてくれたら、敵が一人減って万ばん々ばん歳ざいなんだけどね」

　と、そっぽを向きながら言う先輩。

　柊さんはまだ固まっている。

　だが。

　やがて――

「……諦めないです」

　ぽつり、と言った。

　顔を上げる。

　その瞳ひとみには力強い輝きが宿っていた。

「ノアだって……諦あきらめないです！　だって、砂さ戸どくんが大好きですから！」

「ちょ、ちょっと二人とも！」

　結ゆう野のが慌あわてた様子で言う。

「美み緒おさんも柊ひいらぎさんも、なに勝手なこと言ってるんですか!?　タローはわたしの彼氏なのに！」

　先輩と柊さんは結ゆう野ののほうを見て、

「いまだけよ！　いずれ奪ってやるわ！」

「そうです！　いずれはノアの彼氏になるです！」

「そんなことあり得ません！　だって、わたしとタローは相思相愛、最強にラブラブなんですからっ！」

　言ったあと――

　結野は『この人はわたしの彼氏です』というような感じで、ぎゅっと俺おれに抱きついてきた。

「ゆ、結野!?」

　俺はぎょっとする。

　なんで触っちゃったの!?

　あなたは男性恐怖症なのに！

　結野は、

「あ……」

　と、小さなつぶやきを放ったあと、

「こ、こわいこわいこわいおとこのここわいよおおおおおおおおおおお！」

「げべろんぺーすけええええええええええええええええええ！」

　俺の顔面に鉄てつ拳けんをお見舞いしてくれました！

　がひゃあああぴゅああああ！

　俺はえひえひ気持ち悪い笑みを浮かべながら、地面に倒れる。快楽のせいで、手足がにょろにょろタコのように動いている。

　あーきもっちいいんだにょろ～。

　にょろにょろろ～。

「……たまに、自分でも不思議に思うときがあるわ。どうしてあんなド変態を好きになっちゃったんだろうって」

「……ノアも、すごくたまにだけど、そう思うときがあるです……」

　石動いするぎ先輩と柊さんが続けて言った。

「あ、あひゃひゃ～。きもちいいんだお～」

　俺おれはまだ悶もん絶ぜつし続けていた。












第三話　えむえむっ！人気投票結果発表







　ここは、桜さくら守もり高校の校庭。

　校庭には、石動いするぎ美み緒お先輩、結ゆう野の嵐あらし子こ、葉は山やま辰たつ吉きち、間ま宮みや由ゆ美みさん、柊ひいらぎノアさん、姉貴や母さんなどなど――

　これまで『えむえむっ！』に登場してきた、すべてのキャラクターたちが集まっている。

　俺おれ、砂さ戸ど太た郎ろうは、その中心でマイクを持って立っていた。

「あ、ども、いちおう『えむえむっ！』の主人公の砂戸太郎です」

　ぺこりと頭を下げる。

　それから、大声で、

「いまから『えむえむっ！９．５』で募集した、キャラクター人気投票の結果を発表したいと思います！」

　と、告げた。

　わー！

　ぱちぱちぱち！

　歓声と拍手が校庭に鳴り響いた。

　俺はマイクに向かって言う。

「司会は、俺、砂戸太郎がつとめさせてもらいます。どうかよろしくお願いいたします」

　もう一度、拍手がわき起こる。

　と――

「まあ、結果なんてもうわかってるけどね！」

　そう言ったのは、両腕を組んでなにやら自信満々な様子の石動先輩だった。

　俺は先輩のほうを見て、

「先輩、それはどういう意味ですか？」

「決まってるじゃない！」

　先輩は叫ぶように告げた。

「人気投票の一位はこのあたし、神様である石動美緒さまに決まってるんだから！」

　えっへん、と薄い胸を張る。

　すると。

　校庭に集まっているキャラクターたちがブーブーとブーイングをする。

「まだ誰だれが一位かなんてわからないじゃないっ！　もしかしたら、わたしかもしれないしね！」

　と、間ま宮みやさん。

「大穴で私という可能性もあるのでは？」

　と、みちる先生。

「一位は太た郎ろうちゃんに決まってるよ！」

「そうです、太郎さんに決まっています！」

　と、姉貴と母さん。

「ロリ幼女の票が集まれば、僕が一位になるチャンスも……」

　日ひ村むらもなんか言っている。

　だが。

　先輩は皆のブーイングを軽やかに受け流し、

「ふっ……負け犬の遠とお吠ぼえね。醜みにくいわ」

　そう言った。

　ブーイングはさらにヒートアップする。

　キャラクターたちが集まった校庭が熱を帯びていく。

　俺おれはマイクに向かって、

「えー……さてさて、本当に石動いするぎ先輩が一位なのか、それはいずれわかると思います」

「いずれわかるじゃなくてこれは決定事項なのよ、ブタ」

　ぎろりと睨にらんでくる先輩。

　俺はその視線からさっと目を逸そらし、

「それでは、さっそく発表に移りたいと思います！　まずは十位の発表から！」

　と告げた。

　どこからともなくドラムロールが鳴り響いてくる。

　そして――

　俺は第十位を発表した。




「第十位！　18ポイントで間宮由ゆ美み！」




「わ、わたし、十位なの!?」

　間宮さんが両目を見開きながら言う。

　俺は間宮さんのほうに近づき、

「えーっと……では、十位になった感想をどうぞ」

　その口元にマイクを近づける。

「十位……間ま宮みや流マッサージ術の正統後継者が十位……」

　間宮さんはうつむき加減でぶつぶつ言っている。

　なんか……

　ちょっと怖い。

　それから、ウキーッとヒステリックな叫びを上げ、

「納得できないわ！　わたしはもっと順位が上なはずよ！」

　と叫んだ。

　俺おれはそのヒステリックな様子にちょっと怯おびえながら、言う。

「いや、でも、厳正な投票の結果なので……」

　間宮さんは俺をぎろりと睨にらみ付けると、

「うっさい、この変態！　間宮流マッサージ術奥おう義ぎ――真ま感かん恍こう殺さつ法ぽう――っ！」

「ひぎゃああああああああああああああああああああああああ!?」

　間宮さんは右手の人差し指で俺の全身を突くようにマッサージした。

　俺は天高く吹っ飛び、そのまま地面に激突する。

　あ、あひ～逆恨みはやめて～っ！

　あふううううう！

「ゆ、由ゆ美み……元気出して……」

　と、結ゆう野のが間宮さんの肩に手を置きながら言う。

「十位？　ださださねっ！　プスー！」

　笑いをこらえきれない様子で言ったのは、石動いするぎ先輩だった。

　間宮さんは先輩を見つめると、

「美み緒おさん……いまの発言はゆるせないわ……」

「ん、んあ!?　ちょ――あ、あんた、どこ触って……」

「このイライラは美緒さんをマッサージすることで解消することにするわ。悪いけど犠牲になってね」

「あ、やめ……あふん、んんん……」

　間宮さんは石動先輩を背後から抱きしめるようにし、気持ち悪いくらい素早く動く両手で石動先輩の全身をマッサージする。先輩は顔を赤らめながら、だらしくなく口を半開きにしている。

「ハァハァハァ……十位は悔くやしいけど、美緒さんをマッサージするのは快感……」

「ほ、ほんとにらめぇ……あ、あん、いやあ……」

　校庭の一角で繰り広げられる官能的な世界。

　とりあえずあの二人は放ほうっておこう。

　俺おれはすくっと立ち上がると。

　マイクを握りなおし、

「え、えーっと……それでは、続いて順位の発表を行いたいと思います。次は第九位の発表です」

　こほんと咳せき払ばらいする。

　そして。

　大声で告げた。




「第九位！　42ポイントでボランティア部の部長、竹たけ澤ざわ明あ姫き！」




　竹澤さんは――

　凛りんとした姿勢で校庭に立っていた。

　きりりとした目元と引き締まった唇。

　片手を腰に当て、威風堂々とそこに立っている。

　この順位に喜んでいるのか悲しんでいるのか、それともなんとも思ってないのか、外見からではよくわからない。

　よくわからないので、感想を聞きに行こう。

　俺は竹澤さんのそばに立つ。

　竹澤さんにマイクを近づけ、

「では、竹澤さん。九位になった感想をどうぞ」

　と、尋たずねた。

「…………」

　が、竹澤さんは無言。

「竹澤さん？」

「…………」

　竹澤さんは、くるっと俺に背を向けると。

　胸元から人形のジェニファーを取り出した。

　そして、

「ジェニファー……」

『明姫、どうしたにゃ？』

「わ、私、九位だって……９．５巻が初登場だったのに、九位……私なんかが九位で本当にいいのかな……」

『明姫、自信を持つにゃ！　明姫が九位になったのは、明姫に魅力があったからにゃ！　だからこの順位を誇ればいいのだにゃ！』

「そ、そうかな……うふふ、うれしい……」

『ちなみに、ジェニファーには５ポイントも入ってたにゃ！　明あ姫きとジェニファーに投票してくれた人たち、ありがとにゃ！』

　どうやら竹たけ澤ざわさんは喜んでくれているようだ。

　うん、よかったよかった。

　さて。

　次は誰だれがランクインするのか。

「では、次の発表に行きましょう！　第八位です！」

　俺おれはマイクに向かって言った。




「第八位！　55ポイントで砂さ戸ど七なな葉は！」




　七葉ちゃんが校庭の真ん中に出てくる。

　長い髪に綺き麗れいな光こう沢たくの瞳ひとみが印象的な、とてもかわいらしい俺の従姉妹いとこ。

　八頭身でスタイルも抜群。

　そんな七葉ちゃんが八位にランクインだ。

　七葉ちゃんはにこっと天使のような笑顔で、

「あたしが八位ですか？　うわあ……信じられません。とってもうれしいです！　投票してくれた皆さん、ありがとうございます！」

　と、言った。

　あっ、猫かぶりモードだ。

　俺は七葉ちゃんにマイクを向け、

「七葉ちゃん、本音は？」

　尋たずねる。

　七葉ちゃんは半眼になると、

「は？　あたしが八位？　一位じゃなくて？　ていうか、なにかの間違いじゃないの？　マジありえないんですけど」

「…………」

　うん、これが七葉ちゃんだよな。

　七葉ちゃんは全身から黒いオーラを放ちながらぶつぶつつぶやいている。

　これ以上近くにいたら、なにかが飛び火してくるかもしれない。

　俺はこそーっと七葉ちゃんから離れ、

「では、第七位の発表！」

　ドラムロールが鳴り響く。




「第七位は――67ポイントでコンビニの店長、道どう明みよう寺じ！」




　ここで、俺おれがアルバイトしているコンビニの店長がランクイン！

　俺は店長に近づき、

「店長、七位になった感想をどうぞ！」

　店長はかっこよく髪をかき上げ、にこっと魅惑のスマイル。

　そして、

「僕に投票してくれた人たち、どうもありがとう。うれしいよ」

　おお、男でも惚ほれそうなカッコよさだ。

「ちなみに、砂さ戸どくん」

「なんですか？」

「僕に投票してくれたのは、みんな二次元の美少女だよね？」

「え……？」

　二次元の美少女？

　この人はなにを言ってるんだ？

「あ、あの、店長……二次元の美少女は投票できないと思うのですが……」

　言うと。

　店長は崩れるようにその場に膝ひざを落とした。

　俺は驚きながら、

「店長!?」

「そんな……じゃあ、二次元の美少女からの投票はゼロだというのかい？」

「は、はい、残念ながら」

「そうか……」

「店長……」

「二次元に……行きたい……」

「唐突になにを言っちゃってるんですか店長!?」

「う、ううう……」

「泣いてる!?　マジ泣きしてる!?」

　とりあえず店長はあのまま放ほうっておこう。

　俺はマイクを握り、

「それでは、六位の発表です！」

　大声で言った。




「第六位！　76ポイントで葉は山やま辰たつ吉きち！」




「お、俺おれが六位!?」

　辰吉は驚いた顔をしている。

「マジか……すげえうれしいぜ……」

　へへ、と笑みを見せる辰吉。

　俺は辰吉に近づき、

「あっ、辰吉」

「なんだ太た郎ろう？」

　辰吉は首をかしげる。

「おまえの得票にはもちろんタツミ・アントワネットの分も入ってるから。というわけで、そっちのほうのコメントもいただきたいから女装を――」

「オーホッホッホッホッホッ！」

「女装はやっ！」

　長い髪に涼しげな目元の美少女――に見える男性。

　この人こそ、辰吉が女装した姿、タツミ・アントワネットだ。

　女装辰吉は俺からマイクを奪い取ると、

「わたくしはタツミ・アントワネット！　宇宙最強のエレガント貴族ですわよ！　オーホッホッホッホッホッ！」

「タツミさん、順位は六位だったのですが、その感想を――」

「まっっっったく納得できませんわ！」

　女装辰吉は力いっぱい叫んだ。

「六位？　意味がわかりませんわ！　わたくしは生まれながらにしての一位！　オンリーワンでナンバーワンなハイパー貴族ですのよ！　この投票には不正があったに決まってますわ！　やり直しを要求します！」

「いや、不正はなかったです間違いなく」

「庶民はお黙りなさい！」

「黙れと言われても……司会なので……」

　と――

「ふん……無ぶ様ざまね」

　そう言ったのは。

　いつの間にか間ま宮みやさんのマッサージから逃れていた石動いするぎ先輩だった。

　先輩は完全に上から目線で、

「女装のキモ変態！　あんたはしょせん六位ぐらいの器うつわなのよ！　一位はこのあたし、石動美み緒お！　おとなしく現実を受け入れなさい！」

　ああ、なんて挑発的なセリフを。

　女装辰たつ吉きちは烈火の勢いで言い返すと思いきや――

「…………」

　ぐっと黙り込んでいる。

　どうしたのだろうか。

　あまりにもショックでヘコんでるのか？

　女装辰吉は――

　沈黙を保ったまま石動いするぎ先輩の目の前まで近づくと。

　超大声で、

「うっさいですわ、この貧乳凡民――っっ！」

　言いながら、両手で先輩の胸を触った。

「――っ!?」

　わさわさと胸を触りながら、

「ナイ！　ナイナイナイ！　まーったくナイですわ！　確かにあなたは貧乳ナンバーワンですわね！　ぶっちぎりの一位ですわよ！　オーホッホッホッホッホッ！」

「ぶ、ぶぶぶぶぶぶぶぶち殺すうううううううううううううううう！」

　先輩は右みぎ拳こぶしを振り上げながら女装辰吉を追いかける。

　女装辰吉は慌あわてて逃げる。

　二人の姿が遠くなっていく。

　あ、逃げてた女装辰吉が捕まった。

　殴られて地面に倒された。

　先輩は、倒れた女装辰吉に何度も蹴けりを浴びせている。

　何度も何度も……

　何度も何度も何度も……

　やがて、女装辰吉は動かなくなった。

　えーっと……

　死んだ？

　先輩はかなりイライラした様子で俺おれたちがいるところまで帰ってきた。

「まったく、あの女装野郎は……クソが……」

　辰吉……頼むから生きててください。

　俺はマイクに向かって、言う。

「では、次は五位の発表――その前に！」

　五位の発表の前に、

「得票数は少なかったけど、なんとなく印象に残った投票を発表したいと思います！」




「まず最初は――１ポイントで堂どう島じま勘かん吉きち！」




　俺おれが大声で言うと。

　校庭は、しん……と静寂に包まれた。

　え？　誰だれそれ？

　そんなキャラいた？

　というような雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「堂島勘吉は……俺だぜ」

　言いながら俺の前に出てきたのは、大柄で目つきの悪い男子生徒。

　髪型はリーゼント。

　なんとなくアウェイの空気を感じてるのか、ちょっと居い心ごこ地ちが悪そう。

　司会役の俺が言う。

「堂島勘吉くんは、ほら、あれです。９巻のときに出てきたキャラクターです。第二ボランティア部の部室が欲しくてリレー勝負を挑んできた不良たちの、リーダー的存在だった――」

「ああ、あの典型的な悪者！」

　と、石動いするぎ先輩が言った。

「最後、あたしにボコボコにされたダサい不良ね」

　堂島は「う……」と小さく呻うめく。

　先輩は首をかしげながら、

「そんな奴やつに投票した人がいるなんて……不思議ね」

「まあ、ウケ狙ねらいだとは思いますが」

「て、てめえら！　ひでえじゃねえか！」

　堂島は涙目になっている。

　まあ、堂島はもう放ほうっておいて――




「あと、それぞれ１ポイントでアズにゃんと初はつ音ねミユ！」




　アズにゃんと初音ミユというのは、店長が愛している二次元キャラだ。

「おお！」

　店長が歓喜の声を上げる。

「僕以外にもアズにゃんや初音ミユちゃんの良さをわかってくれる人がいたなんて……すごい感激だ！　二人に代わってお礼を言うよ、ありがとう！」

　と、無駄に魅力的なスマイルで告げた。

　そんで、あとは……




「２ポイントで――松まつ野の秋あき鳴なり！」




　俺おれがそう言うと。

　いきなり、目の前の空間に裂け目が走った。

　え？

　なにこの裂け目？

　その裂け目から――

　長身の、のっそりした男性が姿を現した。

　猫背気味で顔色の悪い、なんか常にオドオドしてる感じの男性だ。

「こ、こんにちは……原作者の松野秋鳴です……」

　そう、この人こそ――

『えむえむっ！』の生みの親である松野秋鳴だったのだ！

　この、まったく冴さえない、挙動不審な感じのダメ野郎こそが！

「えーっと……僕なんかに投票してくれて、どうもありがとう……」

　ぺこりと頭を下げる、松野秋鳴。

「なんか性格が暗そうよね……」

「うん、暗そうだな……」

「そしてダメそうです……」

「見てるだけで滅め入いってくる感じだな……」

『えむえむっ！』のキャラクターたちにじーっと見つめられている松野秋鳴。

　その視線に耐えられなかったのか――

「そ、それでは、僕はこれで！」

　松野秋鳴は空間の裂け目からもとの世界に戻っていった。

　いまのは……なんだったんだろう。

　まあいいか。




「それでは、通常の順位発表に戻りたいと思います！」

　と、俺は言った。

　六位までの発表が終わった。

　次からはとうとうベストファイブの発表。

　俺おれは校庭を見回し、

「主要キャラクターでまだ順位が発表されていないのは、石動いするぎ先輩と――」

「だから、あたしは一位に決まってるって言ってるでしょ」

　と、石動先輩。

「あと、結ゆう野のと」

「で、できるだけ上の順位を目指してがんばります」

　と、結野は両手で拳こぶしを作りながら言う。

「みちる先生……」

「うむ」

　みちる先生はうなずく。

「柊ひいらぎさん」

「ノ、ノアは何位なのか……気になるです。十位より下だったかもしれないですが……」

　自信なさげな様子で言う柊さん。

「それと、うちの姉と母。そのぐらいか」

「太た郎ろうちゃんは一位で、お姉ちゃんは二位でいいよ！」

「太郎さんは一位、私は二位でいいと思います！」

　と、姉貴と母さんが続けて言う。

　さあ、ベストファイブには誰だれがランクインしているのか！

「それでは、第五位です！」

　ドラムロールの音が鳴り響き……

　そして、発表！




「第五位！　99ポイントで砂さ戸ど静しず香か！」




「我らが変態お姉ちゃん、砂戸静香が五位に入りましたー！」

　俺はマイクを姉貴に向ける。

「感想をどうぞ！」

「やったーっ！　五位に入ったよー！」

　姉貴はバンザーイと両手を挙げる。

「太郎ちゃんと一位、二位でワンツーフィニッシュできなかったのはちょっと残念だったけど、満足な順位だよっ！　全国のお姉ちゃんファンのみんな、ありがとーっ！」

　やほーい、と喜んでいる姉貴。

「というわけで――」

　姉貴はくるりと俺のほうを向いて、

「五位になったご褒ほう美びに――太た郎ろうちゃんの愛をください！」

「ぬおおおおおおおおおおおおお!?」

　姉貴はぎゅーっと俺おれに抱きつき、俺を地面に押し倒した。

「あ、姉貴！　いきなりなにするんだ！」

　と、俺は怒ど鳴なる。

「だからご褒美だよぉ！　ご褒美に、太郎ちゃんの愛をください！　静しず香かを孕はらましてください！」

「こ、こら、自分の胸を俺の顔面におしつけてくるな！」

「た、太郎ちゃんの荒い鼻息がおっぱいに当たって……お姉ちゃんは、お姉ちゃんはもう大興奮スーパーノヴァ！」

「なに言ってんだ！　こんな公衆の面前でやめなさいっ！」

　と、そのとき――

　姉貴に向かって、トゲトゲのついた鉄球が襲いかかった。

「――っ！」

　姉貴は慌あわてて俺から飛とび退のく。

「ふ……五位ごときでご褒美なんて甘い考えですね、静香さん」

　鎖でつながれたトゲトゲの鉄球を姉貴に向かって投とう擲てきしたのは――

　母さんだった。

「お、お母さん！　なにするんだよ！」

　姉貴はむきーっと怒っている。

　母さんは余裕の表情で、

「だから、五位で太郎さんからのご褒美をもらおうなんて虫がよすぎると言ったんですよ、静香さん」

「どうしてだよっ！　五位ってすごいじゃない！」

　母さんは首を横に振り、

「いえいえ。せめて三位以内ぐらいに入らないと、太郎さんからのご褒美はもらえませんよ」

「あの、母さん……」

「五位なんてしょーもない順位を取ってしまった静香さんは、そこで太郎さんと私がラブラブエッチな行為をするところを黙って眺めていてください！　人気投票一位、二位である太郎さんと私の人気者コンビによる愛の劇場を――」

「母さんの順位は……十一位なんだけど……」

「……え？」

　母さんはきょとんとした顔を向けてくる。

「太た郎ろうさん。いま、なんと？」

「だから……母さんは17ポイントで十一位なんだ。悪いけど」

「――はう」

「母さん!?」

　いきなり倒れた母さん。

　俺おれはその場にしゃがみ込み、母さんの肩を抱き起こす。

　母さんは全身をぷるぷる震わせながら、

「た、太郎さん……いまのは冗談ですよね？」

「いや、本当のことなんだ残念だけど」

「そんな……十位以内にも入っていないなんて……」

　母さんはしくしくと涙を流している。

　姉貴は気の毒そうに母さんに近づき、

「お、お母さん、大丈夫？　アンパン食べる？」

　それで元気づけてるつもりなのか、なぜかアンパンを差し出したりしていた。




　母さんはとりあえず放ほうっておいて……

「それでは、次は第四位の発表です！」

　と、俺は大声で言った。

　ついに四位の発表だ。

「第四位は……」

　俺は一呼吸置き、




「第四位は――１５２ポイントで砂さ戸ど太郎！」




　おおおおおおおお！

　ぱちぱちぱちぱち！

　と歓声と拍手がわき起こる。

「あ、どうもです」

　俺は校庭にいる皆に向けてぺこぺこ頭を下げる。

　石動いするぎ先輩は両腕を組みながら、

「『えむえむっ！』の主人公であるブタロウがここでランクインってわけね」

　結ゆう野のは自分のことのように喜びながら、

「おめでとう、タロー！」

　柊ひいらぎさんも満面の笑みで、

「おめでとです、砂さ戸どくん！」

　歓声と拍手は止まらない。

　俺おれはちょっとだけ涙ぐみながら、

「みんな……ありがとう」

　と言っていた。

「第四位は、男性キャラとしては一番上の順位。俺なんかに……ドＭで気持ち悪い俺なんかに投票してくれた皆さん、本当にありがとうございました」

　深々と頭を下げる。

　うれしい……本当にうれしい順位だ……

　そのとき。

　石動いするぎ先輩が、ゆっくりした足取りで俺のほうに近づいてきた。

　なぜだろう。

　右手に大きなハリセンを握っている。

「石動先輩……？」

　俺は首をかしげながら先輩を見る。

「ここは、あんたの残念な持ち味を披ひ露ろうしないといけないわよね。空気的に」

　と、先輩は言った。

「へ……？　残念な持ち味？」

「あんたの――気持ち悪すぎるドＭ体質のことよっ！」

　叫びながら――

　先輩はハリセンをフルスイングして、俺の股こ間かんをぶっ叩たたいた！

「べ、べべべるんにょろぱっちょととおおおんおおろんろんろんろぼお――――っ！」

　一瞬でドＭ大爆発！

　俺の全身の細胞はドＭ的悦楽に支配されたのレロレロレロ～ッ！

「はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあはあはあ、きもちいいのお、ハリセンで股間たたかれちゃうのしゅっごくきもちいいのおおおおおおおお！　だ、だから美み緒おちゃま、そのスーパーでデンジャラスでワンダフルな一撃ももっともっとプリーズギブミーだにゃあああ～っ！」

　俺は気持ち悪い笑みを浮かべながら股間を前方に突き出し、すり足をするような動きで石動先輩のほうに近づいていく。人間離れした素早い動きで。

「てめえ気持ち悪すぎるんだよこのブタあああああああああああ！」

「ぺっぺちょぱらんにゃらああああああああ――っっ！」

　先輩のハリセンに顔面を強襲され、俺はぎゅるぎゅる回転しながら背後に吹っ飛んでいった。

　変な体勢で地面に倒れる。

　先輩はやれやれとため息をつき、

「ほんと気持ち悪い主人公ね。なんでこんなのが四位なのかしら」

「あ、あひょお～」

　俺おれはあまりの気持ちよさに悶もん絶ぜつした。

　さいこうにきもちいい～。にゃは。

　――しばらくお待ちください。

「……よ、ようやくドＭ的悶絶から復帰することができました」

　俺はふらふら立ち上がりながら告げる。

　こ、こんなところでドＭの悦楽に我を忘れている場合ではない。

　俺には順位発表という大切な仕事があるのだから！

「それでは、順位発表に戻りたいと思います！」

　マイクに向かって叫ぶ。

「残るはベストスリー！　ついにこのランキングも佳か境きようです！」

　ばっと右手を振るようにポーズを取り、大声で言う。

「第三位――」




「第三位！　３３５ポイントで天才発明少女の柊ひいらぎノア！」




「ええええええええええええええ!?　ノ、ノアですか!?」

　柊さんはすごく驚いた顔をしている。

　右に左に顔を向け、あたふたした動きをしていた。

　ずいっと俺に顔を近づけ、

「さ、砂さ戸どくん！　本当にノアが三位なのですか!?」

「ええ、間違いありません。柊さんが三位です」

　と、俺はほほ笑みながら告げる。

「しかも四位の俺とはだいぶポイントに開ひらきがあります。かなりの得票での三位ですよ、柊さん」

「信じられないです、ノアが……」

　柊さんは呆ぼう然ぜんとしている。

「ノアは５巻が初登場で、そんな初期からいたキャラでもないですのに……」

　言ったあと、ハッとした顔になって、

「ノ、ノアに投票してくれた皆さん、ありがとです！　ノア、うれしいです！」

　ぺこりと頭を下げた。

「ノア様が三位、ですか……」

　そうつぶやいたのは――

　16ポイントで十二位の日ひ村むら雪ゆき乃の丞じようだった。

　日村は両腕を組み、なにやら得意げな表情を浮かべている。

「これはもう、間違いありませんね」

「え？　日村、なにが間違いないんだ？」

　と、俺おれは尋たずねる。

「それは――」

　日村はくわっと両目を見開き、

「『えむえむっ！』の読者には――ロリコンが多いということです！」

「ぶっ!?　い、いきなりなにを言い出すんだ日村！　読者にあやまれ！」

「だってそうじゃないですか！　５巻から登場のノア様が人気投票第三位という支持を得ている……これは、読者たちがノア様のミラクルロリボディに魅惑された結果としか思えません！　というわけで作者の松まつ野の秋あき鳴なりに進言です！　『えむえむっ！』の読者をもっと増やしたいなら、登場する女の子をすべてロリロリ幼女にしなさい！」

「馬ば鹿かか！　そんなことで読者が増えるわけねえだろ！」

「いえ、確実に増えます！　だから、『えむえむっ！』にもっとロリを！　ローリ！　ローリ！　ローリ！」

「ええい、いい加減にアホすぎる発言はやめやがれ！」

「げぶう!?」

　俺は日村のボディを殴って気絶させた。

　日村が地面にどさりと倒れる。

　ふう、やれやれだぜ……

「さ、砂さ戸どくん……」

　震える声。

　見ると、柊ひいらぎさんが泣きそうな顔で俺を見ていた。

「ひ、日村の言ってたことは本当ですか……？　ノ、ノアの人気が高いのは、ノアがロリ体型だからなのですか……？」

「ち、違いますよ、柊さん。ええ、きっと違います」

「砂戸くん、どうしてノアから目を逸そらすですか？」

「さて、順位発表に戻らないと」

「砂戸くん！　お願いだからノアの目を見て欲しいです！」




「えー……人気投票も、残りは一位と二位を残すのみです」

　と、俺おれはマイクに向かって言った。

「１巻から出ている主要キャラクターで残っているのは、石動いするぎ美み緒お先輩、結ゆう野の嵐あらし子こ、鬼おに瓦がわらみちる先生の三人のみ！　あと、もう言ってしまいますが、みちる先生は13ポイントで十三位でした！　一位と二位には入っていません！　残念！」

「……砂さ戸ど太た郎ろう。その発表は少しぞんざいすぎないか？」

　みちる先生はいつもの無表情で告げる。

　無表情だが、微妙に不機嫌そうな感じに見えた。

「ということは――」

　石動先輩だった。

「残っているのは、あたしと嵐子だけというわけね」

「そうです」

　俺はうなずく。

「二人のうちのどちらかが一位で、どちらかが二位ということになります」

　ごくり、と唾つばを飲み込む先輩と結野。

　さあ。

　先輩と結野、どちらが一位でどちらが二位なのか。

「発表の前に一言いただきましょう。石動先輩、どうぞ」

　先輩にマイクを向ける。

「だから最初から言ってるように、あたしが第一位に決まってるでしょ！　もうさっさと発表しちゃいなさいよ！」

　強気で言っているような感じだが、その表情は緊張で微妙に強こわ張ばっているように見えた。

「結野、どうぞ」

「えっと……あたしなんかじゃあ、美緒さんには勝てないとは思うけど、でも、勝てたらうれしいなとは思います。以上です」

　緊張のせいかちょっと顔を赤らめている結野。

「二人とも、ありがとうございました」

　俺は軽く頭を下げる。

「それでは発表します！　第二位と第一位は同時に発表したいと思います！」

　と、俺は大声で言った。

　校庭にいるすべてのキャラクターたちが固唾かたずを呑のむ。

　そして、ドラムロールが鳴り響く。

　通常より長く鳴り響く。

　俺はマイクを握る右手に力を込める。

　大きく息を吸って――

「発表します！」




「第二位！　３６９ポイントで石動いするぎ美み緒お！」




「第一位！　３９３ポイントで結ゆう野の嵐あらし子こ！」




　という結果に――

「第二位は第二ボランティア部の部長、石動美緒先輩！　そして堂々の第一位は、ちょっと天然な男性恐怖症少女、結野嵐子！」

　わあああああああああああああああ、と歓声が上がる。

「ぬがあああああああああ!?」

　と、呻うめき声を上げたのは石動先輩。

「え……わ、わたしが一位……？」

　と、呆ぼう然ぜんとした声を上げたのは結野。

　俺おれは結野に近づき、

「おめでとうございます！」

　と、言った。

　結野はまだ呆然とした様子で、

「あ、ありがとう……ございます」

「では、一位になった感想をどうぞ」

「か、感想……えっと、あの……」

　結野はかなりおろおろしている。

　自分が一位になるなんて夢にも思っていなかったのだろう。

「み、美緒さんをさしおいて、わたしが一位なんて、なんだか申し訳ない気持ちというか、でも、その……正直、すっごくうれしいです。投票してくれた皆さん、本当にありがとうございました」

　言って、結野はほほ笑んだ。

　とても綺き麗れいなほほ笑みだった。

　そんな結野に、皆が拍手を送る。

　ぱちぱちぱち！

　ぱちぱちぱちぱちぱち！

　拍手に最高の笑顔で応こたえる結野。

「じゃあ、二位の先輩にも感想を――先輩？」

「ありえへんわ……マジありえへんわ……」

　先輩は両手を地面についた四つん這ばいの格好で、ぶつぶつつぶやいていた。

「ほんまありえへん……なんであたしが二位やねん……」

　無意味な関西弁がほんと怖い。

「い、石動いするぎ先輩……」

「ああん？」

　ぎろりと睨にらまれる。

　そんなふうに睨まれると気持ちよくなっちゃう、はあ、はあ、はあ……

「あの、感想を……」

「うるせえブタ汚物！」

「おぶうつ！」

　先輩の蹴けりが俺おれの顔面をはね上げる！　あびゃああああ！

　先輩はじたばた暴れながら、

「な、なんでこのあたしが、神様である美み緒おさまが一位じゃないのよ！　ふざけんじゃないわよ！　なに？　なにが理由？　もしかして胸か!?　胸の大きさが理由なのか!?」

「せ、先輩、落ち着いてください……」

「これが落ち着いてられるか！　ちくしょう、なんで……なんで……うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「せ、先輩!?」

　自分が一位になれなかった怒りが頂点に達した石動先輩は……

　なぜか――巨大化した。

　身長が校舎の二倍くらいある。ビッグ美緒さまになった。

「ええええええええええええええええええええええ!?」

　な、なんでいきなり巨大化!?

　もうまったく意味がわかりません！

「やり直せー！　もう一回、人気投票をやり直せーっ！」

　巨大化した先輩はそう叫びながら暴れまくっている。

　校舎をバッキバキに破壊している。

　校庭にもひびが入る。

　校庭にいるキャラクターたちが悲鳴を上げながら逃げ出す。

　もうメチャクチャな展開だった。

「ちくしょおおおおおおお！　こんちくしょおおおおおおおおお！」

　先輩は――

　手刀で目の前の空間を引き裂いた。

　その空間の裂け目に右手を入れる。

　その裂け目から右手を出したとき、その手には誰だれかが握られていた。

　あ、あれは……

「松まつ野の秋あき鳴なり!?」

　先輩の右手に握られているのは、『えむえむっ！』原作者である松野秋鳴だった。

　先輩は松野秋鳴をぎろりと睨にらみ付けると、

「てめえが、あたしをもっと魅力的に書かないから、あたしが一位になれなかったのよ……」

「ひ、ひえええ……そんなあ……」

　巨大化した先輩に握られている松野秋鳴はかわいそうなくらいに震えている。

「このクソ原作者が！　死ね！」

「ひゃぎああああああああああああああああああああ！」

　先輩は原作者を思いっきり地面に叩たたきつけた。

　潰つぶれたカエルのようになって地面に倒れる原作者。

　ああ、なんて哀あわれな姿なんだ……

「だ、大丈夫ですか!?」

　俺おれは倒れた松野秋鳴に駆け寄る。

　肩を抱き起こす。












　虫の息の松まつ野の秋あき鳴なりは、

「さ、砂さ戸ど太た郎ろうくん……」

「な、なんですか？」

「巨大化した美み緒おさまを止められるのは……君だけだ」

「え？」

「美緒さまは君に惚ほれている。だから、止められるのは君だけなんだよ」

「それはどういう意味――」

「あとは頼んだ。げふっ」

「松野さん？　……松野さーん！」

　俺おれは泣いた。

　もう動かなくなった原作者を抱きしめながら、激しく泣いた。

　それから。

　そっと松野秋鳴の体を地面に横たえると。

「先輩を止められるのは、俺だけ……」

　松野秋鳴はそう言った。

　だから、俺が止めてみせる。

　怒りによって巨大化した石動いするぎ先輩を。

「――石動先輩！」

　俺は力いっぱい叫んだ。

　先輩は、ぎろり、と俺を見下ろす。

「なによ、ブタロウ？　あんたもあの原作者みたいになりたいの？」

　怖い。

　かなり怖い。

　でも、逃げるわけにはいかない。

『美緒さまは君に惚れている。だから、止められるのは君だけなんだよ』

　そうか、そういうことか！

「先輩！　二位だったのは残念でした！」

「……死にたいの？」

「でも――先輩は一位ですよ！」

「は？」

「俺にとって、先輩は、一位です！」

　先輩は大きく目を見開かせる。

「読者の人気投票では二位でも、俺にとっては一位です！　超かわいい石動先輩は、俺にとってはナンバーワンの存在なんです！」

「…………」

「先輩は素敵です！　最高です！　貧乳なんかじゃありません！　ナンバーワンのスーパー美み緒おさまです！」

　そう叫ぶと――

「……ブ、ブタロウ」

　先輩の体がひゅるひゅると小さくなっていった。

　そして。

　先輩の姿が通常サイズに戻る。

　先輩は顔を赤くしながら、ぷいっと俺おれから顔を背そむけ、

「あ、あんたなに恥ずかしいこと言ってんのよ。みんなの前で」

　と言った。

「で、でも……」

　先輩は俺を見つめ、

「ちょっと、うれしかったわ」

「先輩……」

「あんたの言葉に免じて、暴れるのはもうやめてあげる。感謝しなさいよね」

　俺は安あん堵どの息を吐いた。

　校庭にいる皆も俺と同様、安堵の息を吐く。

　だが。

　一人だけ、不機嫌な人が。

「……タロー」

　結ゆう野のさんでございました。

「美緒さんが一位ってどういうこと？」

「いや、えっと、それは……」

　あのときは、ああ言うしかなかったんだ。

　しかたなかったんだ。

　そう言ってゆるしてもらえるような雰ふん囲い気きではない。

　結野はぷくーっと頬ほおを膨らませている。

　涙目にもなっている。

　ああ、もうどうしたもんやら。

「と、とにかく！」

　俺は地面に落ちていたマイクを握り、

「これで人気投票の結果発表を終えたいと思います。応募してくれた読者の皆さん、本当にありがとうございました」

「ありがとうございましたーっ！」

　と、『えむえむっ！』のキャラクター全員で声を合わせて言った。

　以上、人気投票の結果発表でした！

「タロー……このあと、ゆっくりとお話を聞かせてもらうから……」

「……はい」



















番外編　限界突破の大食い対決！







　二学期の終業式が終わり、学校は冬休みに。

　そんなある日のこと。

　俺おれ、砂さ戸ど太た郎ろうは、第二ボランティア部の部室に向かっていた。冬休みになっても部活は毎日のようにあるのだ。

　部室の扉を開けると、

「……うぐっ!?」

　なんか、異様な刺激臭が鼻の粘ねん膜まくに突撃してきた。

　な、なんだこの事件性を感じさせるような強烈な臭においは!?

　恐ろしい異臭が部室に充満している。思わず鼻をつまむ。

　と――

「遅いわよ、ブタロウ！」

　鋭い声が飛んでくる。

　長い亜あ麻ま色いろの髪。

　透き通るような白い肌。

　国宝級に美しい二ふた重えの瞳ひとみ。

　圧倒されるほどの超絶美少女。

　その声の主は、第二ボランティア部の部長、石動いするぎ美み緒お先輩だった。

　石動先輩は、なぜか白を基調とした調理師が着るような服を着ている。

　そして――

　部室の中央には、浴槽ほどの大きさの釜かまが置いてあった。

　その釜の中にはなにやら暗黒色の液体がなみなみ注つがれている。

　先輩はその液体を金属バットでかきまぜていた。どうやら異臭の原因はその釜の中の液体であるらしい。

　部室の端のほうには、ショートカット気味の髪に大きな瞳が印象的な少女、結ゆう野のが立っている。男性恐怖症で、男性の体に触れるとその男性を殴ってしまうという習性の持ち主だった。そのそばには保健医である鬼おに瓦がわらみちる先生がいる。二人とも異臭に困っているような表情をしていた。

　俺おれはおずおずと、

「せ、先輩、あの……」

「なによ？」

「その、でっかい釜かまの中に入ってる液体はいったい……すごく臭くさいんですが……」

　尋たずねると、石動いするぎ先輩はかきまぜる手を止め、

「これは――薬やく膳ぜん料理よ！」

　と、ちょっと得意げな感じで言い放った。

「や、薬膳料理？」

「そうよ！　あんたのドＭを治すための薬膳料理！」

「え……？」

　俺のドＭを治すため？

　先輩はにやりと笑みを浮かべると、

「あんたのキモすぎるドＭ体質を治すためには、食しよく餌じ療法で内面から変化させなければならない！　電撃的な発想力でそれを思いついたあたしは、あんたのためにいろいろ健康に良さそうな食材を集めて薬膳料理を作ってやってるのよっ！」

「…………」

　俺はなんとも言えない気持ちで、その釜の中に入っている薬膳料理を見つめる。

　この毒々しいオーラを放つ粘性の高い液体が薬膳料理だと？　まだ魔王の糞ふん尿にようと言われたほうが納得できるほどの代しろ物ものだ。

「もうすぐ完成するから、そこで待ってなさい！」

　先輩は言いながら、金属バットで釜の中の液体をかき混ぜる。えげつない魔法薬を作っている魔女にしか見えなかった。そのうち「イーヒッヒッヒッ！」とか魔女っぽい変な笑い声を発しだすかもしれない。

「うん、なかなかいい感じに仕上がってきたわね……イーヒッヒッヒッ！」

「あ、やっぱり笑い声出ちゃった」

　やがて、

「よし、これで完成だわっ！」

　先輩が額ひたいの汗をぬぐいながら言う。

　部室を漂ただよう異臭の濃度はさらに高まっている。この上なく不快だった。

「先輩……ちょっとお尋ねしますが……」

「なに？」

「その薬膳料理の材料には、いったいなにを使ったんですか？」

「材料は……とりあえず体に良さそうなものをってことで……」

　石動先輩はちょっと考え、

「えーっと……青汁に栄養ドリンク、いろんな漢方薬、ニンニク、納豆、蛇の抜け殻、四つ葉のクローバー……あと、謎なぞの黒い物体Ａ、謎の黒い物体Ｂ、謎の――」

「ちょ、ちょっと!?　謎の黒い物体ってなんなんですか!?」

「謎の黒い物体Ｃ、謎の黒い物体Ｄ、謎の黒い物体Ｅ、謎の黒い物体Ｆ……」

「多いよっ！　謎の物体多すぎるよ！」

「それと、みちる姉ねえ秘蔵のアレ……」

「みちる先生秘蔵のアレってなに!?　なんかそれが一番やばい気がします！」

　俺おれはバッとみちる先生のほうを見る。みちる先生はなんか意味がわかんないがピースサインを俺のほうに向け、

「心配することはない、秘蔵のアレとはとても体にいいものだ。服用すると精神が覚かく醒せいして、三日ほど寝なくても大丈夫になる」

「それってマジでやばいものなんじゃないんですかっ!?」

　法律で禁止されているような危ないお薬なのでは!?

「ごちゃごちゃうっさいわね！」

　先輩は両腕を組みながら、憮ぶ然ぜんと言い放つ。

「薬やく膳ぜん料理は完成したんだから、早く――」

　早く飲めと言うんですか？　この怪しげな液体を？

「早く、この薬膳料理の中に飛び込みなさい！」

「はい……？」

　飛び込みなさい？

「頭から飛び込んで、全身で薬膳料理を味わいなさい！」

「えっと……先輩、それはどういう……」

「ただ食べるだけじゃああんたの残念すぎる変態体質は治らないわ！　だから全身を薬膳料理につからせ、全身の穴という穴や粘ねん膜まくから薬膳料理を吸収するのよ！」

「…………」

　俺は数秒間絶句したあと、回れ右をして部室から逃げだそうとした。

「待てい」

　逃げようとした俺の後ろ襟えりを、先輩がむんずと掴つかむ。

「なに逃げようとしてんのよ、ブタ小僧……」

「だ、だって……はあ、はあ、はあ……」

　先輩の鋭すぎる眼光。俺はちょっと気持ちよくなってしまっていた。

　先輩は俺の右腕を掴み、鋭い動きで俺の体の内側に入り込むと、

「というわけで――薬膳料理を召めし上がれ！」

「うわああああああああああああ――っっ!?」

　背負い投げのような要領で、俺おれの体を釜かまの中に放ほうり投げた。

　どばざあああんっ！　と音を立てて俺の全身は黒い液体の中に突入する。

「ご、ごばああああああああ――っっ!?　く、臭くさいを通り越してなんか皮膚が壊え死ししちゃいそうだよおおおお！　で、ででで、でもきもちいいんだよおおおおおお！」

　俺はばしゃばしゃと薬やく膳ぜん料理の中で溺おぼれる。黒い液体が口の中に流れ込む

　あ、ああああああ、美少女の作ったクレイジー薬膳料理はとっても美味だぽおおおおおおおお！　はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあ……っ！　はあんっ！

「おらあっ！　もっと頭を潜もぐらせなさい！」

「ご、ごぼぼっ!?」

　石動いするぎ先輩が金属バットで俺の頭をおさえつける。う、うひぃ！

　おうおうおうおう！　マジきもちいいぜえええええ！

　釜の中でめちゃくちゃに動く俺。

　その動きのせいで――釜がぐらっと傾いてしまった。

　そして、釜が横に倒れてしまう。

　ざあああああああああああ、と床に流れる薬膳料理。俺の体も一緒に流され、ぐるぐるぐるべちゃんっという感じで回転したあと床の上に倒れ込んだ。

「うわっ。ブタロウ、真っ黒でねちょねちょね」

「生まれたての妖よう怪かいみたいだな」

「タ、タロー、大丈夫？」

　薬膳料理の溜たまりの上で、俺はえへえへと気持ち悪い笑みを浮かべていた。




　体育館の横にあるシャワー室で体を洗い、ジャージに着替えてから部室に戻る。

　その途中、学校の中庭の辺りになにやら見慣れない大人たちが集まっていることに気付いた。華やかな衣装を着た人がいたり、作業服姿の人がいたり、大きなカメラを肩に担かつぐようにして持っている人がいたり……あれはいったいなんだろうか？

　俺がそこで立ち止まっていると――

「ん？　あれはなんなの？」

「あ……石動先輩」

　部室のほうからこちらに歩いてきた石動先輩が、大人たちの集団を眺めながら言った。その後ろには結ゆう野のとみちる先生もいる。

　みんな、どうして部室から出てこっちに来たのだろう。

　その疑問が顔に出ていたのか、

「部室があまりにも臭いからな」

　みちる先生が俺に説明してくれた。

「あそこに居続けるのが苦痛になったので、臭においが消えるまで部室から避難しようと思ったのだ」

「それで、食堂で休憩しようと思ってこっちに来たの。食堂は体育館と同じ方向にあるから、途中でタローと合流できると思ったし」

　と、結ゆう野のが続ける。

「なるほど……」

　確かに、あんな異臭のする部室には居続けたくない。

　みちる先生と結野も大人の集団のほうに目を向ける。

　みちる先生はいつもの抑よく揚ようのない口く調ちようで、

「あれは、テレビ番組の撮影だな」

　と、言った。

「テレビ番組の撮影……ですか？」

「ああ。とあるテレビ番組の撮影で、高たか見み沢ざわ昴すばるという名のタレントが来ているらしい。そのようなことを教頭が言っていた」

「高見沢昴って……あ、あの、最近テレビによく出てる……」

　俺おれは目を見開きながら言った。結野も同じような表情を浮かべている。石動いするぎ先輩は「誰だれよそれ？」と首をかしげていた。

　俺はじっと目をこらす。

　確かに、いた。

　大人たちの集団の真ん中、そこに――高見沢昴の姿が。

　高見沢昴というのは、最近テレビで大人気の男性大食いタレントだ。ただ大食いができるだけではなく、アイドルなみのルックスも有している、いま最も旬なタレントの一人だった。

「ああ。じつは高見沢昴というのは、この桜さくら守もり高校の卒業生らしいのだ。それで、タレントにゆかりのある場所を訪問するという番組の企画の一環として、この桜守高校に訪れたらしい」

「へえ……」

　俺はぼんやりうなずきながら、高見沢昴の姿を見つめる。

「俺、芸能人を生で見たのはじめてです……うわあ、やっぱあり得ないくらいにかっこいいな……」

「わ、わたしは、タローのほうがかっこいいとごにょごにょ……」

「結野？　なんか言ったか？」

「な、なにも言ってないですよっ！　はい、なにもっ！」

　結野は顔を真っ赤にしながらぶんぶん首を横に振る。なぜ敬語なのだろうか。

　休憩を挟んでいたらしい撮影が、再開される。

　番組の司会である女性タレントが「次は桜さくら守もり高校の生徒さんと大食い対決のコーナーです！」と言った。どうやら番組のちょっとした余興として、高たか見み沢ざわ昴すばると生徒の誰だれかが大食い対決をするらしい。

　司会と高見沢昴がギャラリーの生徒たちを見回しながら、対戦相手を誰にしようか話し合っている。

　そのとき、

「これは……チャンスだわっ！」

　と、石動いするぎ先輩が興奮した面おも持もちで言った。

　そして、俺おれのほうに顔を向けると、

「ブタロウ！　この大食い対決に出なさい！」

「……え？」

　大食い対決に俺が？　なんで？

「大食い対決に出て、あの高見沢とかいう奴やつに勝つのよっ！　で、勝ったあとカメラに向かってこう言うの――『俺は第二ボランティア部に大食いになりたいという願いを叶かなえてもらいました！　みんなの願いを無償で叶えてくれる第二ボランティア部、マジで最高です！』って」

「せ、宣伝のためですか!?」

「そうよっ！　テレビに出て全国的に宣伝するの！」

「い、嫌ですよっ！　つーか俺が大食いになりたいという願いを叶えてもらったって話は大おお嘘うそですし、なにより俺が高見沢昴に勝てるわけがありません！」

「そこは気合いと根性でなんとかしなさい！」

「無理です！　気合いと根性で胃は拡張しません！」

「いいから出なさい！　これは命令よ！」

　先輩は横暴に言い放つと、俺の腕を掴つかみ、テレビの撮影をしているところにずんずん進んでいく。

　そして、

「対戦相手ならここにいるわっ！　うちのブタロウが相手してやるわよっ！」

　と、偉そうに言った。

「せ、先輩！」

「ブタロウはすげえ大食いなのよ！　だから、あんたになんか楽勝できるわ！」

　先輩は高見沢昴に向かって告げる。

　せ、先輩、なんてことを……

　高見沢昴は俺と先輩を見つめると、

「よし……じゃあ、対戦相手は君にしよう」

　と、言った。

　マジですか!?

　司会の女性タレントが「対戦相手は、このかっこいい男の子に決定しました！　それでは高たか見み沢ざわ昴すばるさんと対戦してもらいましょう！」と言った。

　そのあと、撮影スタッフの誰だれかが「いったん止めまーす！」という大声を上げた。撮影は一時的に中断する。

「やったわね、ブタロウ！　対戦相手はあんたに決定したわ！」

「い、嫌だ……嫌すぎる……」

　俺おれが青い顔でつぶやいていると――

　高見沢昴が、こちらに歩み寄ってきた。

　正々堂々と戦おうとかそういう挨あい拶さつをされるのだろうかとドキドキしていると、高見沢昴は俺を完全に無視して石動いするぎ先輩の前に立った、

　高見沢昴は先輩の顔をまじまじと見つめている。

「君……」

「あん？　なによ？」

「君、とってもかわいいね」

　と、高見沢昴はほほ笑みを浮かべながら言った。俺が女性なら確実に心を持って行かれただろうというイケメンスマイルだった。

「テレビで活躍するアイドルたちの中でも、君レベルの子はなかなかいないよ。もしかして、君も芸能人だったりするのかな？」

「芸能人？　違うわ、あたしは神様よ！」

　えっへん、と薄い胸を張りながら告げる先輩。

　石動先輩は自分のことを神様だと自称していた。本気で言っているのかどうかはわからないが、ちょっとアレな感じであります。

　高見沢昴は冗談だとでも思ったのか「あはは」と笑うと、

「神様……君、なかなかおもしろいことを言うね」

「……おもしろいことを言ったつもりはないんだけど。なんか失礼な奴やつね」

　先輩は不機嫌そうな感じで告げる。

「まあ、君はとびっきりの女神ではあるんだけど」

「あんたなに言ってんの？」

「ふふ、照れてるのかな？　ますますかわいいね」

「だから、ほんとになに言ってんのよ？　かわいそうなくらい頭が悪いの？」

「君、名前はなんて言うんだい？」

「石動いするぎ美み緒おさまだけど」

「美緒ちゃんか……いい名前だ」

　高たか見み沢ざわ昴すばるは笑みを広げると、

「僕、今日はこのあたりのホテルに泊まる予定なんだけど……もしよかったら撮影が終わったあとにそのホテルで会わない？」

「な――」

　と、俺おれは驚いた声を上げる。

　そういえば、なにかの週刊誌で読んだことがある。高見沢昴は女癖が悪くて有名で、これまで何人もの女優やアイドルたちと関係を持ったらしいと。

　でも、まさか自分が卒業した高校の生徒を口く説どこうとするなんて……

「あ、あの、高見沢さん、それはさすがに……」

　俺は思わずそう言ってしまっていた。

　高見沢昴は笑みを消した表情で俺を見ると、

「なんだ？　なにか文句でも？」

「文句というか……石動先輩にちょっかいを出すのはやめてほしいというか……」

「そんなこと君には関係ないだろ？　なんだい、もしかして女の子を守るナイト気取りってやつ？」

「そういうわけじゃないんですけど……」

「ふん……あ、そうだ、いいことを思いついたよ」

　高見沢昴はにやりとしながら、

「もう少ししたらはじまる大食い対決で賭かけをしようじゃないか。もし僕が勝ったら、美緒ちゃんと一晩一緒に過ごすことができるってのはどう？」

「は、はあ!?」

「君が勝ったら美緒ちゃんを守ることができる。ナイト様の面めん目もく躍やく如じよ。美緒ちゃんも君を見直すと思うけど」

　この人は、いったいなにを言っているのだろうか。

　俺が絶句していると、

「もしブタロウが勝ったら、あんたはなにをしてくれるの？」

　先輩が高見沢昴にそう尋たずねていた。

「僕が負けたら？　はは、僕が負けたら、なんでもやってあげるけど」

「じゃあ、もしあんたが負けたら、テレビカメラに向かって第二ボランティア部のことを宣伝しなさい」

「ちょ――せ、先輩！」

「宣伝？　いいよいいよ、そのくらい。それじゃあ賭けは成立だね」

　高たか見み沢ざわ昴すばるは満足げな表情を浮かべると、

「楽しみにしてるよ、美み緒おちゃん」

　言って、撮影スタッフがいるほうに戻っていった。

「せ、先輩！」

　俺おれは先輩に向かって言う。

「ど、どうしてあんなこと言ったんですか!?」

「大丈夫よ。あんたが勝てばいいだけじゃない」

「無理に決まってるじゃないですか！」

「まあもし負けたとしても、一晩一緒に過ごすだけなんだし」

「は……一晩一緒に過ごすだけって……」

「一晩一緒にテレビゲームでもしてやればいいんでしょ？　あいつ、こんな賭かけをしてまで遊ぶ相手がほしかったなんて……そんなに友達がいないのかしら」

「…………」

　うわあ……先輩、『一晩一緒』の意味をまったく理解していない。

　俺は愕がく然ぜんとしてしまった。




　そして――

　大食い対決がはじまってしまう。

　中庭に設置された寿す司し屋やのカウンターのような舞台セット。

　そこに、俺と高見沢昴が横並びで座っている。

　俺たちの前、寿司カウンターの中には二人の男性がいる。彼らは俺たちに寿司を作るための寿司職人さんらしい。右にいるのが高見沢昴が食べるお寿司を作る人で、左にいるのが俺のお寿司を作る人だ。

　司会が「今回はお寿司の大食い対決です！」と言った。「三十分以内により多くのお寿司を食べたほうが勝ちです！」とも。

「ふふ……お手柔らかに」

　高見沢昴は余裕の表情を浮かべている。

　くそ、なんでこんなことに……

　俺なんかでは高見沢昴に勝てるわけがない。でも、負けたら先輩がこいつと一晩一緒に過ごさなければならないことになってしまう。

　どうすりゃいいんだよ……

　どうすりゃあ……

　司会が、

「それでは、大食い対決スタート！」

　と、言い放った。

　ギャラリーの拍手と声援が勝負を盛り上げる。

　ついに勝負ははじまってしまった。

　寿す司し職人が作ったお寿司がカウンターの上に乗せられる。マグロのお寿司。一つのお皿にお寿司は二個。

　高たか見み沢ざわ昴すばるがお寿司を口に運ぶ。

　いまさら棄権することなんてできない。ましてや賭かけを無効にすることも。

　だったら……全力を尽くすまでだ。

　そう思った俺おれは、勢いよくお寿司を口の中に運んだ。

「おお、すごい気合いだ。がんばれがんばれ」

　高見沢昴は俺にだけ聞こえるような小さな声で言うと、次に出されたハマチのお寿司を食べる。

「ブタロウ、がんばりなさい！」

「タロー、がんばって！」

「がんばれ砂さ戸ど太た郎ろう」

　石動いするぎ先輩、結ゆう野の、みちる先生の声援が飛んでくる。

　俺はお寿司を食べる。次々と食べる。

　だが――

「……う、うっぷ」

　二十皿ほど食べたところで、俺の胃が限界を訴えてきた。

「どうした？　苦しかったら棄権してもいいんだよ？」

　高見沢昴は淡々と同じペースで食べ続けている。いま彼は二十五皿。それでもまだまだ余裕がありそうだった。

　や、やばい、これはやばい……

　俺は泣きそうになりながら、さらにお寿司を詰め込んだ。もう味なんてまったくわからない。苦しくて苦しくてたまらない。

　二十四皿――ダメだ、これ以上はもう無理だ。絶対に入らない。

「ぐ……」

　俺は思わず口を両手で覆おおう。なんかいろいろ逆流しそうになった。

「おいおい、吐くのだけはやめてくれよ。これはテレビなんだから」

　高見沢昴はにやにやしながらお寿司を食べる。彼はもう三十皿だ。

　ち、ちくしょう……このままだと、石動先輩が……

　いったいどうすれば……

「そ、そうだ！」

　そのとき俺おれは、ある策を思いついた。

　かなり危険な策だが……

　やるしかない。

「あ、あの！」

　俺は片手を上げ、司会をしている女性タレントに言った。

「お寿す司しを作る人を交代してもらってもいいですか？」

「交代……ですか？」

　司会はきょとんとしながら言う。

　俺はうなずき、

「はい。そこにいる――石動いするぎ先輩と」

　人差し指を先輩のほうに向けながら告げた。

「へ？　あたしに？」

　先輩は首をかしげている。

「先輩、お願いします」

　俺は真しん摯しな面おも持もちで言う。

「俺、先輩の作ったお寿司が食べたいんです。先輩の作ったお寿司なら、もう少しがんばれるような気がするんです」

　俺の言葉を聞いた石動先輩は、なんか息を呑のんだような表情を浮かべた。

　司会は困惑した様子で、高たか見み沢ざわ昴すばるの顔色をうかがう。

　高見沢昴は簡単に「いいんじゃないか」と言った。悪あがきをする俺をおもしろそうに眺めながら。

　石動先輩は力強くうなずくと、言った。

「わかったわ！　あんたのお寿司、この美み緒おさまが作ってやるわよっ！」

　――石動先輩がカウンターの中に入る。

　よし、これだったら……

「先輩、自由にお寿司を作ってくださいね。ただシャリの上にネタを乗せるだけじゃなく、先輩のオリジナリティーを存分に発揮してください」

「そうするわ！」

　先輩は大声で言ったあと、シャリを握る。かなり不器用な手つきで。

　そして、できあがったお寿司は――

「ヘイ！　イカのお寿司おまちっ！」

　イカのお寿司……

　が、なぜこんなにも黒いのだろうか。

「さっきの薬やく膳ぜん料理のときに使った謎なぞの黒い物体をお寿司に練ねり込んでみたわ！　自信作よっ！」

「…………」

　微妙に変な臭においのするそのお寿す司しを手で掴つかむ。持ち上げる。

　これを食べれば……もしかしたら……

　俺おれは「えいやっ！」と気合いの声を放ちながら、お寿司を口の中に投げ込んだ。

　その瞬間――

　味覚が爆裂した。

「ぎゃ、ぎゃばああああああああああああああ！」

　あり得ないくらいクソまずい！　あり得ないくらいクソまずい！　悲惨なことなので二回言いましたああああああああああああ！

　だが、そのクソまずさが――俺の精神を高揚させるうううううううう！

「はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあ……み、みおみおみおたんんんんん！　さ、さいこうだよお、さいこうのおすしだよぉお！　こいつは至高で究極のお寿司であるまげどーん！　どんどんどーん！　スーパーデリシャース！」

　美少女の作ったクソまずいお寿司。

　それが、俺の変態ドＭ体質を覚かく醒せいさせていた。

「も、もっともっともっともっと作ってプリーズ！　みおっちの激やばお寿司をどんどん作っておくんなせえええええええええええ！」

「よっしゃ！　どんどん作ってやるわよ！」

　石動いするぎ先輩が次々とお寿司を仕上げる。俺はげへげへ破滅的な笑みを浮かべながら、そのお寿司をすごい勢いで胃の中にぶち込んでいく。ドＭ的な興奮状態に支配されている俺は、満腹中枢の指令や胃の許容量なんか知るかという感じでお寿司を食べ続ける。

　両手でお寿司を鷲わし掴づかみ、ほとんど噛かまずに胃の中に投入。

「な――」

　高たか見み沢ざわ昴すばるが焦あせったような声を上げる。

「く、くそ」

　慌あわててお寿司に手を伸ばす高見沢昴。

「はあはあはあはあはあ、いいよおマジでいいよお！　みおっち寿司はマジでいいよおおおおお！　食べれば食べるほど気持ちよくなっていくううううう！　あは、あはははははひゃっひゃああ――――っっっ！」




　そして、勝負時間の三十分が過ぎ――

「な、なんと……驚きの結果が出てしまいました！」

　と、司会の女性タレントが言った。

「高たか見み沢ざわ昴すばるさんが食べたお寿す司し、五十八皿。そして、砂さ戸ど太た郎ろうくんが食べたお寿司は……なんと、六十一皿です！」

　ギャラリーから驚嘆の声が上がる。

「そんな……この僕が……」

　高見沢昴は呆ぼう然ぜんとしていた。

「な、なんとか勝てた……うっぷ……」

　俺おれはつぶやくように言う。限界以上に食べたせいか、もう苦しいを通り越してめまいがしている。

「やったわね、ブタロウ！」

　先輩は満面の笑みを浮かべながら俺の両手を握り、上下に振ってくる。せ、先輩、そんなに揺らさないで……マジで逆流しちゃうから……

「あり得ない……この僕が負けるなんて……」

　高見沢昴は放心状態でつぶやいている。ちょっとかわいそうだった。

　が、高見沢昴はハッと顔を上げると、

「そ、そうだ！　こいつが食べたものを吐き出せば、僕の勝ちに……」

「――っ!?」

　かなりせっぱ詰まった表情を浮かべながら右みぎ拳こぶしを振り上げ、俺の腹を殴ろうと――

「……卑ひ怯きようなことすんじゃないわよ、クソ野郎」

　その右拳は、石動いするぎ先輩に止められていた。

「この、顔だけの能無し芸能人が！　あんたなんかがブタロウに勝てるわけないだろうがあああ――っっ！」

　先輩は言いながら、高見沢昴を蹴けり上げた。

　蹴り上げた!?　いま最も旬なタレントの一人を!?

「ひぎゃああああああああああ！」

　高見沢昴は叫びながら後ろに吹っ飛んでいく。

　運が悪いことに、そこには結ゆう野のがいて――

「ヒ、ヒイイイッ!?　男の人こわいよおおおおお――っっ！」

「ごばああああああっ!?」

「てめえ、なにうちの嵐あらし子こを怖がらせてやがんのよっ！　マジでぶっ殺す！」

「ぎょ、ぎょああああああああああああああああ――っっっ！」

　先輩と結野にぼこぼこに殴られる、いま最も旬なタレント。俺はその光景を青い顔をしながら見つめている。

　言うまでもないことだが、現場は死ぬほど騒然となった。




「やれやれ……骨折り損のくたびれもうけね……」

　部室の椅い子すに座りながら、石動いするぎ先輩が言った。

　さっきの騒ぎのせいで、テレビ番組は撮影中止となった。放送もされずお蔵入りになるらしい。第二ボランティア部を全国的に宣伝するという先輩の思惑は失敗に終わってしまったのだ。

　俺おれたちはすげえ怒られたが、法的に訴えられたりはされずにすんだ。その代わり、俺が大食いで高たか見み沢ざわ昴すばるに勝ったという事実はなかったことにしてくれと頼まれた。タレントのブランドを守るためにと。俺はすぐに了承した。

「ご、ごめんなさい、わたしがあの人を殴っちゃったから……」

　結ゆう野のがしゅんとした様子でつぶやく。いや、それだったら最初に蹴けった石動先輩のほうが遥はるかに悪いわけだから、結野が気にする必要はまったくないと思う。

　俺はふうとため息をつく。

　それにしても、俺も無茶をしたもんだ。ドＭ的な興奮状態を利用して、大食い対決に勝とうとしたなんて。

　周りにはギャラリーの生徒たちがいっぱいいた。下へ手たをすると、その生徒たちに俺がドＭだってことがバレていたかもしれないのに……でも、あのときはそんなこと考えなかった。ただ、高見沢昴の毒どく牙がから先輩を守ることに必死で。

　と――

　いつの間にか、俺の前に石動先輩が立っていた。

　先輩はうつむきながら、小さな声で、

「さっき部室に戻る途中、みちる姉ねえにあのタレントから賭かけを提案されたんだ的なことを話してたんだけど……そのとき、みちる姉から教えられたの。『一晩一緒』って言葉に隠された意味を……」

「あ……そ、そうなんですか……」

「それで、あんたがなんであんな必死に勝とうとしていたのかわかったわ。あんたは、あたしのために……」

　言ったあと、先輩の顔がみるみる赤くなっていく。

　無意味に髪を撫なでたり、なんだかあせあせとした様子で、

「だ、だから、ちょっとぐらいはお礼を言ってあげてもいいような気がしたというか、えっと、その――ん？　ブタロウ、どうしたの？」

「…………」

　俺はおなかを押さえながら、苦痛の表情を浮かべていた。

「な、なんか、急に腹に激痛が……恐ろしいほどの激痛が……」

「おそらく……限界を遥かに超えた大食いのツケが、いまやってきたのだろう。その前にも君は美み緒おの作った薬やく膳ぜん料理を浴びるほど飲んでいるしな」

　と、みちる先生が冷静に告げる。

「ぬ、ぬごおおおおおあああああああああああああ――っっ!?」

　あり得ないほどの超激痛が腹部を襲う。

　俺おれは部室のドアを開け、トイレに向かって神しん速そくで駆けていった。

　――それから三日間ほど、俺は地獄の腹痛に苦しむことになったのだった。










＊この番外編は、月刊コミックアライブ２００９年９月号に掲載されたものです。













あとがき









　どうも、松まつ野のです。『えむえむっ！10』をお届けいたします。よろしくお願いいたします！　あと、十月からはついにアニメがはじまっちゃいます。こちらのほうもどうかよろしくお願いいたします！




　関係ないですが、専業作家の僕は人とあまり話す機会がありません。このままでは声せい帯たいが退化してなくなっちゃいそうな勢いです。

　声帯を守るためとコミュニケーション能力をちょっとでも向上させるために、定食屋などでゴハンを食べ終えてレジでお金を払ったあと店員さんに「ごちそうさまでした」と声をかけるようにしようと心に決めました。

　ちゃんと体を相手に向け、はっきりした声と発音で「ごちそうさまでした」と言えたときは、いまのは『ナイスごちそうさま』だったと自画自賛します。でも、シャイでいろいろ残念な僕はちゃんと「ごちそうさまでした」が言えず、「ご、ごご、ごちそうしゃまでしゅた……」と小さな声でもごもご言ってしまったりするときがあります。そんなときは挙動不審な感じで逃げるようにレジを去ります。そして二時間ほどヘコみます。

　そういうことを続けていると『レジでお金を払ったら「ごちそうさまでした」と言う』というのが一種の条件反射みたいになってしまって、コンビニで弁当を買ってレジでお金を払ったときも、そのコンビニの店員さんに向かって「ごちそうさまでした」と言いかけるという失敗をしそうになりました。「ごち――」で止めたからなんとかセーフでしたが、もし「ごちそうさまでした」と最後まで言ってしまっていたら店員さんに「まだ食ってないじゃん！」とツッコまれていたかもしれません。ふー、危ない危ない。




　謝辞でございます。今回もすんばらしいイラストを描いてくださったQP:flapperの小お原はらトメ太た様とさくら小こ春はる様、担当のＳ様、編集長のＭ様、装丁を担当してくださった松まつ井い様、校正様、編集部や営業の皆様、ありがとうございます。

　最後はもちろん読者様に。本当に、本当に本当にありがとうございます。

　ではでは、次巻でお会いできればうれしいです。


二〇一〇年　九月　松野秋あき鳴なり











　著者

　松野秋鳴（まつの・あきなり）

　　兵庫県川西市在住。第一回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞優秀賞を受賞してデビュー。基本的かつ全体的にもっさりしている。自分のもっさり素質に我ながらびっくりです。




　イラストレーター

　QP:flapper（きゅーぴーふらっぱー）

　　さくら小春と小原トメ太によるユニット。

　　ゲームの原画、ライトノベルの挿絵、よくわからない漫画を描いたりしています。

　　代表作は『鎖－クサリ－』（Leaf）キャラクターデザイン＆原画担当、『ラッキーチャンス！』（電撃文庫）挿絵、など。

　　公式ＨＰ「QPchick（キューピチック）」

　　http://qp.banbi.net/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／QP:flapper

　　装丁／松井庸介（KARORI DESIGN）
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